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　原子力災害時における屋内退避又は避難（以下「避難等」という。）の措置については、「泊

発電所周辺地域原子力防災計画（計画編）」第２章第３節（避難収容活動体制の整備）及び第

３章第５節（防護対策）に定めるもののほか、この「退避等措置計画編」によるものとする。

　原子力災害が発生し、住民等が一定量以上の被ばくを受ける可能性がある場合、放射

性物質の吸引防止や中性子線及びガンマ線の遮へい、又は、放射性物質又は放射線の放

出源から距離を置くことにより、被ばくの低減を図るため、必要に応じ避難等の防護対

策を講ずることを目的とする。

　原子力災害に伴う放射線被ばくの形態としては、体外にある放射性物質から受ける外

部被ばくと体内に取り込まれた放射性物質から受ける内部被ばくの二つの形態がある

が、外部被ばくに関しては、

　⑴　線源から、できるだけ距離を隔てること。

　⑵　放射線を遮へいすること。

　⑶　放射線を浴びる時間を短くすること。

を原則とし、内部被ばくに関しては、放射性物質で汚染された空気や食物等を体内に取

り込まないようにすることを基本として、必要な防護対策を講ずるものとする。

　泊村、共和町、岩内町及び神恵内村（以下「関係町村」という。）は、避難の実施に

当たり周囲の状況等により、避難のための立退きを行うことがかえって危険を伴う場合

は、屋内退避の検討を行う。

　ただし、地震・津波・暴風雪時など自然災害との複合災害が発生した場合において自

然災害による人命への直接的なリスクが極めて高い場合等には、自然災害に対する避難

行動を原子力災害に対する避難行動よりも優先させるものとする。

　また、地震等により、家屋における屋内退避が困難な場合には、当該町村内の避難所

等で屋内退避させるものとし、当該町村内の避難所等の利用が困難な場合は、隣接する

市町村の避難所等の利用について、北海道（以下「道」という。）に調整を要請する。

　加えて、感染症の流行下において原子力災害が発生した場合、北海道地域防災計画（原

子力防災計画編）第３章第６節に規定する「感染症流行下での原子力災害発生時におけ

る対応方針」に基づき、道及び関係町村は連携して感染症対策を講ずるものとする。

　　感染症流行下での原子力災害発生時における対応方針　　（別添３）

第１章　避難等の目的及び基本的考え方
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　関係町村は、原子力災害対策指針（緊急事態区分及び緊急時活動レベル（ＥＡＬ）、

運用上の介入レベル（ＯＩＬ）と防護措置）や国の定めるマニュアル等を踏まえ、国又

は道から、避難等の緊急事態応急対策について要請又は指示等を受けたとき、又は関係

町村の災害対策本部長（以下「本部長」という。）が避難等を要すると独自に判断した

ときには、緊急事態の区分等に応じ、屋内退避や避難等の防護措置を実施する。

　　緊急事態区分を判断するＥＡＬの枠組みについて　（別添１）

　　ＯＩＬと防護措置について　　　　　　　　　　　（別添２）

　泊発電所の原子力災害対策を重点的に実施すべき区域（以下「原子力災害対策重点区

域」という。）である泊発電所を中心として、おおむね半径５キロメートル圏の予防的

防護措置を準備する区域（ＰＡＺ）と、おおむね半径30キロメートル圏の緊急防護措置

を準備する区域（ＵＰＺ）の状況については、表１－１、表１－２、図１－１、図１－

２で示すとおりである。

第３章　原子力災害対策を重点的に実施すべき区域の状況

第２章　避難等の決定



表１－１　　原子力災害対策重点区域の状況：ＰＡＺ（泊発電所周辺の方位別、距離別集落表）

方位
距離(㎞)

北　西 北北西 北 北北東 北東 東北東 東 東南東 南　東 南南東 南 南南西 南　西

令和５年12月31日現在

計

１
（０～１）

２
（１～２）

３
（２～３）

４
（３～４）

５
（４～５）

６
（５～６）

７
（６～７）

計

－ 3 －

(481)
863 

(142)
205 

(24)
57 

(332)
619 

(244)
464 

(109)
234 

(11)
23 

(1,343)
2,465 

(3)
9 

(3)
4 

(236)
 391 

(567)
933 

(229)
459 

(252)
536 

(53)
133 

滝の澗
(87)135

(44)89

臼別
(44)
82

茅沼
(83)
148

(29)
63

(85)
152

(142)
205

泊
(106)
190

柏　　　　　木  (11) 20

北　電　社　宅  (16) 46

北電社宅(248)409

北電社宅 (16) 23

宮　　丘 (20) 51

柏　　木  (1)  2

ヤチナイ  (5) 10

ヤチナイ (20)64

ヤチナイ (3) 9

柏　　　　　木  (31) 38

松　　里　  (34)  69

下　　梨　 　(7)  17

松　　里　 　(3)   4

安　　達　 　(1)   2

下　　梨　　(19)  39

下　　梨　　(13)  23

松　　里　　 (9)  17

安　　達　　(34)  86

宮　　丘
(8)15

宮　　丘
(14)39

宮　丘
(6)12

宮　　丘
(2)3

宮　　　　　丘　 (2)  3

宮　　　　　丘　(17) 31

ヤチナイ
(13)39

リ中(14)26

ヤ　チ　ナ　イ   (5) 13

リ　　　　　中   (1)  1

下　　　　　梨   (6) 15

ヤ　チ　ナ　イ   (3)  5

リ　　　　　中  (28) 59

発足リヤムナイ  (10) 25

発足リヤムナイ(13)28

下　　　　　梨   (5) 18

下　　　　　梨   (3) 10

ヤ　チ　ナ　イ   (1)  2

堀          株  (78)124

渋井
(3)4

泊村（PAZ）

（701世帯）

1,192人

共和町（PAZ）

（642世帯）

1,273人



表１－２　　原子力災害対策重点区域の状況：ＵＰＺ（泊発電所周辺の方位別、距離別集落表）

方位
距離(㎞)

北　西 北北西 北 北北東 北東 東北東 東 東南東 南　東 南南東 南 南南西 南　西

令和５年12月31日現在

計

６
（５～６）

７
（６～７）

８
（７～８）

９
（８～９）

10
（９～10）

11
（10～11）

12
（11～12）

13
（12～13）

14
（13～14）

15
（14～15）

16
（15～16）

17
（16～17）

18
（17～18）

23
（22～23）

26
（25～26）

計

－ 4 －

(93)
139 

(513)
890 

(13)
19 

(532)
1,021 

(852)
1,739 

(6,302)
10,931 

(100)
166 

(9,132)
16,299 

(33)
52 

(31)
42 

(11)
25 

(38)
62 

(128)
228 

(60)
103 

(348)
625 

(245)
457 

(22)
38 

(350)
605 

(277)
463 

(301)
563 

(668)
1,178 

(5,494)
9,734 

(1,126)
2,124 

(727)
1,394 

大浜
(768)1,380

敷島内
(28)46

(72)
120

(146)
196

野束
(81)147

(308)
474

(239)
446

岩内市街
(4,760)
8,288

興志内
(22)36

盃
(44)84

(29)
39

(62)
113

川白
(33)52

神恵内
(327)579

赤石１班
(28)39

赤石２班
(29)45

珊内
(31)42

発足リヤムナイ
(11)15

発足リヤムナイ
(2)4

発足リヤムナイ(17)35

神水(3)5

発足リヤムナイ
(4)10

神水
(12)28

神水
(13)23

神水
(14)29

大谷地
(1)2

幌似
(3)8

幌似
(14)37

幌似
(3)5

新成
(1)2

新成  (3) 6

下平９号
(7)11

新成
(2)3

セトセ
(10)26

本村１  (1) 2

本村8 (1) 1

本村1 (10) 15
本村3 (10) 20
本村5 (22) 38
本村7 (36) 76
本村9 (28) 43

本村2 (10) 21
本村4 (30) 49
本村6 (29) 55
本村8  (9) 11
住鉱国富(48)103

新成 (11)23

10　号  (6) 12

小沢７ (46) 78

小沢１  (6) 10

セトセ  (2) 3

小沢1(9)21 小沢2(16)39
小　 沢　 ３ (10) 19
小　 沢　 ４ (25) 46
小　 沢　 ６ (24) 35
中　　　　平  (9) 19
西ヤエニシベ  (7) 10

西ヤエニシベ  (6)  7

東ヤエニシベ
(2)8

ワイス
(1)2

東ヤエニシベ  (3)  4

ワ 　イ　 ス  (8) 21

大谷地 (3)8

上梨   (1)2

起業社
(8)17

大谷地
(22)52

神　　水 (7) 14
旭　　　(21) 45
起業社新興(21) 40
宮　　園(18) 36
睦　　　(19) 38
岩　　崎 (5)  5

大 谷 地(25)56
起 業 社(28)63
前 中 東(15)26
前 中 西(34)64
前 中 北(10)19
幌　　中 (2) 9

幌　似 (10)22 幌駅中  (6) 7
大谷地  (2)11岩　崎  (3) 5

幌　中 (31)65 中ノ川 (21)49

幌似(20)40
幌 駅 中  (9) 23
清 里 ２ (36) 52
清 里 ４ (38) 50
御手作場(125)230

清 里 １(48) 85
清 里 ３(34) 52
清 里 ５(18) 34
中 ノ 川 (5)  9

幌　中　(2)  4
幌　似　(6) 16
中学前　(5)  6

新　成 (4) 5

下平９号
(1)4

上梨浜中 (73) 159

あ け ３ (48)105
上　　梨 (29) 57
上　　梨 (51)120
あ け １ (78)145
あ け ３  (9) 16

老古美
(20)38

西老古美
(1)3

あ け ４(76)148
あ け ５(70)138
老 古 美(52)117

起業社
(2)7

学田
(1)3

老古美(3)8 学田(9)24

西老古美 (14) 31

老 古 美  (2)  4
学　　田  (6)  9

西老古美 (13) 22

学　　田 (11) 19

あ け ２(38) 88

起 業 社 (8) 15
起業社新興 (5)  9

上中南 (1) 1 幌駅中 (2) 3

新　成 (2) 3

上梨太平  (8) 22 あ け ２(31) 64

岩　崎 (38)78 幌　中  (6)12

神　　水  (4)  8
前 中 東 (11) 26

発　　美(194)365

共和町（UPZ）

（2,124世帯）

4,173人

総　　計

（2,766世帯）

5,446人

泊村（UPZ）

（158世帯）

272人

総　　計

（859世帯）

1,464人

神恵内村

（448世帯）

757人

岩 内 町

（6,402世帯）

11,097人
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図１－１　原子力災害対策重点区域の状況（ＰＡＺ）

令和５年12月31日現在
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図１－２　原子力災害対策重点区域の状況（ＵＰＺ）

令和５年12月31日現在
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　　関係町村は、避難に当たって、バスや防災関係機関の車両、鉄道（以下「バス等」と

いう。）、航空輸送機、船舶、自家用車等のあらゆる避難手段を検討するとともに、住民

等に自家用車を使用させる場合には、あらかじめ自家用車による避難予定者を把握する

ものとする。

　　また、あらかじめ施設敷地緊急事態要避難者及びＵＰＺ内の要配慮者を把握するとと

もに、避難における集合場所、避難所、屋内退避施設、避難所責任者、避難誘導責任者

を指定するものとし、避難退域時検査及び除染に関しては、あらかじめ道と検討するも

のとする。

　　なお、自然災害等により避難経路が使用できない場合を想定して、基本避難経路及び

その他避難経路を設定する。

　　（図２）　基本避難経路一覧

　　（図３）　その他避難経路

　１　泊村及び共和町における施設敷地緊急事態要避難者に係る防護対策

　　⑴　原子力災害警戒本部長（以下「警戒本部長」という。）は、警戒事態発生時には、

国又は道の要請若しくは独自の判断により、連絡体制の確立等の必要な体制をとり、

原子力施設の被害状況に応じて、施設敷地緊急事態要避難者の避難準備を行うとと

もに、あらかじめ指定された旅館又はホテル等へ受入れの準備を依頼する。

　　　　また、避難先となる市町村に避難所責任者を派遣し、旅館又はホテル等施設管理

者と受入体制に関する調整を図る。

　　　　なお、旅館又はホテル等へ避難するまでの間、一時滞在場所が必要であると認め

る場合は、知事又は周辺市町村長に一時滞在場所の設置、避難者の受入れを要請し、

避難所責任者を速やかに派遣し、受入市町村との連絡及び避難者の保護等に当たら

せるものとする。

　　　　また、警戒本部長は、必要に応じて、道に一時滞在場所の設置及び運営等に対す

第４章　避難の事前準備等

第５章　防護対策の実施

第１節　警戒事態発生時の対応
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る支援を要請する。

　　⑵　警戒本部長は、警戒事態発生により施設敷地緊急事態要避難者に係る避難の準備

を決定した場合には、施設敷地緊急事態要避難者に対し、次に掲げる事項を防災行

政無線等の広報手段を用いて周知するものとする。

　　　ア　警戒事態の概要

　　　イ　講じている対策と今後とるべき措置

　　　ウ　避難の準備を行う施設敷地緊急事態要避難者の地区

　　　エ　その他必要と認める事項

　　⑶　避難誘導責任者のとるべき措置

　　　　避難誘導責任者は、警戒本部から集合場所開設の指示があった場合は、警戒本部

より安定ヨウ素剤を受け取り、集合場所へ速やかに移動し、施設敷地緊急事態要避

難者の保護・確認を実施できるよう、また、警戒本部との情報伝達手段の確保、安

定ヨウ素剤の配布及び被災地住民登録票の授受並びに記載事務が円滑に実施される

よう施設内の配置を整備するなど、万全の体制を整えるものとする。

　１　施設敷地緊急事態要避難者の避難等に係る防護対策

　　⑴　本部長は、施設敷地緊急事態発生時における施設敷地緊急事態要避難者の避難等

を決定したときには、防災関係機関にその内容を伝達するとともに協力を要請する

ものとする。また、施設敷地緊急事態要避難者に対しては、防災行政無線等の広報

手段を用いて避難等を指示するとともに、あらかじめ指定された旅館又はホテル等

に避難受入を要請するほか住民の避難準備を行うものとする。

　　⑵　本部長は、施設敷地緊急事態要避難者に対する避難等の実施について、次により

行うものとする。

　　　ア　自力で避難等できない又は時間を要する施設敷地緊急事態要避難者の避難等に

当たっては、避難行動要支援者に係る個別避難計画の活用等により実施する。

　　　イ　避難等の指示があった区域内の施設敷地緊急事態要避難者のうち、病院や社会

福祉施設等に在所していることや在宅で介護を受けている等により早期の避難が

困難な住民で健康上の理由等から避難よりも一旦屋内退避を優先することが必要

な施設敷地緊急事態要避難者（以下「早期避難が困難な施設敷地緊急事態要避難

者」という。）については、機密性の向上等の放射線防護対策を講じた施設（以下「放

射線防護施設」という。）又はコンクリート建物での屋内退避を行い、国及び道

第２節　施設敷地緊急事態発生時の対応
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と協議の上、避難先での受入体制を十分整えた後に早期避難が困難な施設敷地緊

急事態要避難者の健康状態に十分配慮しつつ、順次避難等を行うものとする。

　　　ウ　バス等による避難を実施する場合には、施設敷地緊急事態要避難者に対して、

地区ごとの集合場所に集合するよう指示し、本部の手配したバス等により施設敷

地緊急事態要避難者を避難所に輸送する。

　　　エ　自家用車による避難を実施する場合には、施設敷地緊急事態要避難者に対し、

消防職（団）員及び警察官等の誘導に従い、決められた避難経路により避難所へ

移動するよう指示するものとする。なお、自家用車による避難を指示する場合、

自家用車の利用の困難な施設敷地緊急事態要避難者については、集合場所に集合

するよう指示し、バス等による避難を実施する。

　　　オ　自然災害等による道路の寸断等により、バス等又は自家用車等による避難等が

困難と判断される場合には、防災関係機関の協力を得て、航空輸送や海上輸送等

により施設敷地緊急事態要避難者を避難所等に輸送する。

　　　カ　観光客及び事業所の従業員等の一時滞在者の避難については、防災行政無線等

の広報手段を用いて情報提供を行うとともに、早期の避難や帰宅を指示すること

とし、避難や帰宅が困難な場合には、集合場所に集合するよう指示し、バス等に

よる避難などの防護対策を実施する。

　　⑶　本部長は、バス等による施設敷地緊急事態要避難者の輸送を実施する場合、輸送

が円滑に行われるよう、必要な車両等を確保するとともに、必要な車両が確保でき

ない場合には、道に車両等の支援要請を行い、施設敷地緊急事態要避難者の避難用

の車両等を確保し、実施するものとする。

　　⑷　本部長は、施設敷地緊急事態要避難者への安定ヨウ素剤の配布等については、別

途定める手順等により行うものとする。

　　⑸　本部長は、施設敷地緊急事態要避難者に対しては、災害の現況等必要な情報を広

報する。また、施設敷地緊急事態要避難者の避難が円滑に実施されるよう、国及び

道等と連携を図り、施設敷地緊急事態要避難者以外の住民等に対しては、指示があ

るまで自主的な避難をしないよう周知し、ＰＡＺ外の住民等に対しては、ＰＡＺ内

に立ち入らないよう指示するとともに、指示があるまで自主的な避難をしないよう

周知を徹底し、テレビ、ラジオ等からの情報にも留意するよう周知するものとする。

　　⑹　本部長は、施設敷地緊急事態要避難者の避難の確認を消防職（団）員及び警察官

等と連携しながら行うものとする。

　　⑺　本部長は、保育所、幼稚園、学校等施設の管理者や関係町村教育委員会等と連携
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し、園児・児童・生徒を迅速かつ安全に避難させるものとする。

　　⑻　本部長は、病院等医療機関の管理者と連携し、入院患者、外来患者（歩行困難な

者）を迅速かつ安全に避難または他の医療機関へ転院させるものとし、また、避難

所での健康管理に十分配慮するものとする。

　　　　なお、上記以外の外来患者及び見舞客等については、避難や帰宅を指示すること

とし、避難や帰宅が困難な場合には、集合場所に集合するよう指示し、バス等によ

る避難などの防護対策を実施する。

　　⑼　本部長は、社会福祉施設等の管理者と連携し、入所者、利用者を迅速かつ安全に

避難させるものとし、また、避難所での健康管理に十分配慮するものとする。

　　⑽　避難に関する施設敷地緊急事態要避難者への指示事項

　　　　本部長は、ＰＡＺ内の避難を実施するときは、施設敷地緊急事態要避難者に対し

て、次の留意事項を正確かつ簡潔に伝え、指示の徹底を図るものとする。

　　　ア　本部又は地域会長等の指示を確認してから行動すること。

　　　イ　マスク及び外衣を着用すること。

　　　ウ　貴重品や着替用衣類その他各自の実情に応じて必要な物を持ち出すこと。

　　　エ　電気器具のコンセントを抜き、ガス・水道（冬期間）などの元栓を止めること。

　　　オ　消火、消灯を確認し、窓等を閉めて施錠すること。

　　　カ　自家用車等により避難を実施する場合、交通整理を行っている警察官等の指示

に従うこと。

　　　キ　集合場所から避難所まで本部が手配した車両及び船舶等により移動すること。

　　⑾　避難誘導責任者のとるべき措置

　　　ア　避難誘導責任者は、集合場所において、地域会長等の協力を得て、施設敷地緊

急事態要避難者の保護・確認を行い、本部長が指示した車両及び船舶等に乗車さ

せるものとする。

　　　イ　避難の誘導に当たっては、的確な指示及び誘導を行い、施設敷地緊急事態要避

難者の混乱の防止を図るものとする。

　　　ウ　避難誘導責任者等は、早期避難が困難な施設敷地緊急事態要避難者の避難等の

誘導に当たっては、本部長の指示により行うものとする。

　　　エ　避難誘導責任者は、施設敷地緊急事態要避難者に対して被災地住民登録票を配

布し、災害発生後の行動等必要事項を記入するよう指示するものとする。この場

合において、当該登録票は、医療措置、損害賠償等に資する資料であることを説

明し、紛失又は破損のないよう併せて指示するものとする。
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　　　オ　避難誘導責任者は、別途定める手順等により、安定ヨウ素剤の配布等を行うも

のとする。

　　　カ　避難誘導責任者は、次の事項を処理するものとする。

　　　　（ｱ）避難を行った地区名、世帯数、人数等について、逐次本部へ報告するととも

に、その内容を記録しておくこと。

　　　　（ｲ）常に本部と緊密な連携を保ち、災害状況の把握に努めること。

　　　　（ｳ）施設敷地緊急事態要避難者に対しては、的確な情報の提供、適切な指示を行

い、常に施設敷地緊急事態要避難者の不安の払拭に努めるとともに、施設敷地

緊急事態要避難者の要求の把握に努めること。

　　　　（ｴ）施設敷地緊急事態要避難者の健康状態に十分配慮すること。

　　　　（ｵ）本部が供給する必要物資は、平等かつ効果的に給付すること。

　　　　（ｶ）集合場所及び施設敷地緊急事態要避難者の衛生の確保に努めること。

　　　キ　施設敷地緊急事態要避難者の避難の誘導が終了した場合は、施設敷地緊急事態

要避難者と避難し、避難所において避難所責任者が実施する救護活動等に協力す

るものとする。なお、避難中などに本部等より安定ヨウ素剤の服用指示があった

場合には、服用不適切者を除き、服用が可能な施設敷地緊急事態要避難者へ服用

指示を行うものとする。

　　⑿　避難所責任者のとるべき措置

　　　ア　避難所責任者は、本部から避難所開設の指示があった場合は、避難所へ速やか

に移動し、避難所施設管理者と受入体制に関する調整を図るとともに、施設敷地

緊急事態要避難者の保護・確認を実施できるよう、また、本部との情報伝達手段

の確保、被災地住民登録票の授受及び記載事務並びに道等が実施する原子力災害

医療活動等が円滑に実施されるよう施設内の配置を整備するなど、万全の体制を

整えるものとする。

　　　イ　避難所責任者は、被災地住民登録票を必要な施設敷地緊急事態要避難者に対し

て配布し、災害発生後の行動等必要事項を記入するよう指示するものとする。こ

の場合において、当該登録票は、医療措置、損害賠償等に資する資料であること

を説明し、紛失又は破損のないよう併せて指示するものとする。

　　　ウ　避難所責任者は、次の事項を処理するものとする。

　　　　（ｱ）避難を行った地区名、世帯数、人数等について、逐次本部へ報告するととも

に、その内容を記録しておくこと。

　　　　（ｲ）常に本部と緊密な連携を保ち、災害状況の把握に努めること。
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　　　　（ｳ）施設敷地緊急事態要避難者に対しては、的確な情報の提供、適切な指示を行

い、常に施設敷地緊急事態要避難者の不安の払拭に努めるとともに、施設敷地

緊急事態要避難者の要求の把握に努めること。

　　　　（ｴ）本部が供給する必要物資は、平等かつ効果的に給付すること。

　　　　（ｵ）避難所及び施設敷地緊急事態要避難者の衛生の確保に努めること。

　　⒀　施設敷地緊急事態要避難者の留意事項

　　　ア　集合場所・避難所等において相互に扶助協力するとともに、避難誘導責任者又

は避難所責任者の指示に従い、冷静に行動するものとする。

　　　イ　道が必要に応じて実施する原子力災害医療活動及び健康調査等が迅速に処理で

きるよう協力するものとする。

　　　ウ　被災地住民登録票の記載に当たって、避難誘導責任者又は避難所責任者の指示

及び説明に従い、正確に記載するものとする。

　　⒁　避難所の使用が適切ではないと判断した場合の措置

　　　ア　本部長は、避難所の使用が適切ではないと国より指示があったときは、知事又

は周辺市町村に対し、避難所の設置、避難者の受入れを要請するものとする。

　　　イ　知事は、本節１ ⒁ アの規定による要請を受けた場合、周辺市町村に対し、災

害対策基本法（昭和36年法律第223号。以下「基本法」という。）第72条第１項の

規定に基づき、当該市町村の避難所の設置、避難者の受入れを要請し、指示を実

施するものとする。

　　⒂　避難等の解除がなされたときの措置

　　　ア　避難所責任者は、本部長から避難の解除の指示があった場合は、次に掲げる事

項について住民等に指示するものとする。

　　　　（ｱ）テレビ、ラジオ等による災害の情報及び本部からの指示伝達に留意すること。

　　　　（ｲ）道が必要に応じて実施する健康調査等が迅速に処理できるよう協力すること。

　　　　（ｳ）避難誘導責任者又は避難所責任者から配布された被災地住民登録票に必要事

項を記載し、本部長が指定する日時までに直接又は地域会長等を通じて関係町

村に提出すること。

　　　イ　避難誘導責任者は、本部が手配するバス等により、避難の要領に準じて施設敷

地緊急事態要避難者を当該地区の集合場所に輸送するとともに、必要に応じて施

設敷地緊急事態要避難者の帰宅支援を行うものとする。

　　　ウ　避難所責任者は、避難所を閉鎖するときは、施設内の清掃、火気の点検を行い、

避難所施設管理者の確認を受けるとともに、本部へ直ちに報告するものとする。
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　２　ＰＡＺ内の防護対策

　　⑴　本部長は、施設敷地緊急事態発生時には、国又は道の要請若しくは独自の判断に

より、ＰＡＺ内の住民等の避難の準備を行うものとする。

　　⑵　本部長は、ＰＡＺ内の住民等の避難の準備を決定した場合には、住民等に対し、

次に掲げる事項を防災行政無線等の広報手段を用いて周知するものとする。

　　　ア　事故の概要

　　　イ　災害の現況及び今後の予測

　　　ウ　講じている対策と今後とるべき措置

　　　エ　避難の準備を行う地区

　　　オ　その他必要と認める事項

　　⑶　避難誘導責任者のとるべき措置

　　　　避難誘導責任者は、本部からＰＡＺ内の住民等の避難の準備に係る指示があった

場合は、住民等の保護・確認を実施できるよう、また、本部との情報伝達手段の確

保、被災地住民登録票の授受並びに記載事務が円滑に実施されるよう施設内の配置

を整備するなど、万全の体制を整えるものとする。

　　　　なお、泊村及び共和町においては、安定ヨウ素剤の配布に関する準備等について、

万全の体制を整えるものとする。

　　⑷　本部長は、観光客等に対し、施設敷地緊急事態において自家用車など移動手段が

ある場合には、予防的にＵＰＺ外に退避するよう要請するとともに、移動手段がな

い場合には、滞在する地域の住民に準じた防護措置をとるよう要請するものとする。

　　　　この場合において、外国人観光客に対しては、多言語による情報伝達を行うなど

の配慮を行う。

　３　ＵＰＺ内の防護対策

　　⑴　本部長は、施設敷地緊急事態発生時には、国又は道の要請若しくは独自の判断に

より、ＵＰＺ内の住民に対し、帰宅や不要不急の外出を控えることを要請するなど、

屋内退避の準備を行うものとする。

　　⑵　本部長は、ＵＰＺ内の住民等の屋内退避の準備を決定した場合には、住民等に対

し、次に掲げる事項を防災行政無線等の広報手段を用いて周知するものとする。

　　　ア　事故の概要

　　　イ　災害の現況及び今後の予測

　　　ウ　講じている対策と今後とるべき措置

　　　エ　屋内退避の準備を行う地区



－14－

　　　オ　その他必要と認める事項

　　⑶　本部長は、観光客等に対し、施設敷地緊急事態において自家用車など移動手段が

ある場合には、予防的にＵＰＺ外に退避するよう要請するとともに、移動手段がな

い場合には、滞在する地域の住民に準じた防護措置をとるよう要請するものとする。

　　　　この場合において、外国人観光客に対しては、多言語による情報伝達を行うなど

の配慮を行う。

　１　泊村及び共和町におけるＰＡＺ内の住民等の避難に係る防護対策

　　⑴　本部長は、ＰＡＺ内の住民等の避難を決定したときは、防災関係機関にその内容

を伝達するとともに協力を要請するものとする。また、ＰＡＺ内の住民等に対して

は、防災行政無線等の広報手段を用いて避難及び安定ヨウ素剤の服用についての指

示をするものとする。また、あらかじめ指定された旅館又はホテル等へ住民の受入

れを要請するものとする。

　　⑵　本部長は、住民等に対するＰＡＺ内の避難の措置の実施について、次により行う

ものとする。

　　　ア　バス等による避難を実施する場合には、住民等に対して、地区ごとの集合場所

に集合するよう指示し、本部の手配したバス等により住民等を避難所に輸送する。

　　　イ　自家用車による避難を実施する場合には、住民等に対し、消防職（団）員及び

警察官等の誘導に従い、決められた避難経路により避難所へ移動するよう指示す

るものとする。なお、自家用車による避難を指示する場合、自家用車の利用の困

難な住民等については、集合場所に集合するよう指示し、バス等による避難を実

施する。

　　　ウ　自然災害等による道路の寸断等により、バス等又は自家用車による避難が困難

と判断される場合には、住民等に対して消防職（団）員及び警察官等の誘導に従

い、地区ごとの集合場所に集合するよう指示し、防災関係機関の協力を得て、航

空輸送や海上輸送等により住民等を避難所に輸送する。

　　⑶　本部長は、バス等による住民等の輸送を実施する場合、輸送が円滑に行われるよ

う、必要な車両等を確保するとともに、必要な車両が確保できない場合には、道に

車両等の支援要請を行い、住民避難用の車両等を確保し、実施するものとする。

　　⑷　本部長は、ＰＡＺ内の住民等への安定ヨウ素剤の配布等については、別途定める

手順等により行うものとする。

第３節　緊急事態宣言発出（全面緊急事態）時の対応
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　　⑸　本部長は、ＰＡＺ内の住民等に対しては、災害の現況等必要な情報を広報する。

　　　　また、ＰＡＺ内の住民等の避難が円滑に実施されるよう、国及び道等と連携を図

り、ＰＡＺ外の住民等に対しては、ＰＡＺ内に立ち入らないよう指示するとともに、

指示があるまで自主的な避難をしないよう周知を徹底し、テレビ、ラジオ等からの

情報にも留意するよう周知するものとする。

　　⑹　本部長は、ＰＡＺ内の住民等の避難の確認を消防職（団）員及び警察官等と連携

しながら行うものとする。

　　⑺　避難に関する住民等への指示事項

　　　　本部長は、ＰＡＺ内の避難を実施するときは、住民等に対して、次の留意事項を

正確かつ簡潔に伝え、指示の徹底を図るものとする。

　　　ア　本部又は地域会長等の指示を確認してから行動すること。

　　　イ　マスク及び外衣を着用すること。

　　　ウ　貴重品や着替用衣類その他各自の実情に応じて必要な物を持ち出すこと。

　　　エ　電気器具のコンセントを抜き、ガス・水道（冬期間）などの元栓を止めること。

　　　オ　消火、消灯を確認し、窓等を閉めて施錠すること。

　　　カ　隣人にも避難の指示を確認すること。

　　　キ　自家用車等により避難を実施する場合、交通整理を行っている警察官等の指示

に従うこと。

　　　ク　集合場所から避難所まで本部が手配した車両及び船舶等により移動すること。

　　⑻　避難誘導責任者のとるべき措置

　　　ア　避難誘導責任者は、集合場所において、地域会長等の協力を得て、住民等の保

護・確認を行い、本部長が指示した車両及び船舶等に乗車させるものとする。

　　　イ　避難の誘導に当たっては、的確な指示及び誘導を行い、住民等の混乱の防止を

図るものとする。

　　　ウ　避難誘導責任者は、住民等に対して被災地住民登録票を配布し、災害発生後の

行動等必要事項を記入するよう指示するものとする。この場合において、当該登

録票は、医療措置、損害賠償等に資する資料であることを説明し、紛失又は破損

のないよう併せて指示するものとする。

　　　エ　避難誘導責任者は、別途定める手順等により、安定ヨウ素剤の配布等を行うも

のとする。

　　　オ　避難誘導責任者は、次の事項を処理するものとする。

　　　　（ｱ）避難を行った地区名、世帯数、人数等について、逐次本部へ報告するととも
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に、その内容を記録しておくこと。

　　　　（ｲ）常に本部と緊密な連携を保ち、災害状況の把握に努めること。

　　　　（ｳ）住民等に対しては、的確な情報の提供、適切な指示を行い、常に住民等の不

安の払拭に努めるとともに、住民等の要求の把握に努めること。

　　　　（ｴ）本部が供給する必要物資は、平等かつ効果的に給付すること。

　　　　（ｵ）集合場所及び住民等の衛生の確保に努めること。

　　　カ　住民等の避難の誘導が終了した場合は、住民等と避難し、避難所において避難

所責任者が実施する救護活動等に協力するものとする。

　　⑼　避難所責任者のとるべき措置

　　　ア　避難所責任者は、本部から住民避難に関する指示があった場合は、避難所施設

管理者と受入体制に関する調整を図るとともに、住民等の保護・確認を実施でき

るよう、また、本部との情報伝達手段の確保、被災地住民登録票の授受及び記載

事務並びに道等が実施する原子力災害医療活動等が円滑に実施されるよう施設内

の配置を整備するなど、万全の体制を整えるものとする。

　　　イ　避難所責任者は、被災地住民登録票を必要な住民等に対して配布し、災害発生

後の行動等必要事項を記入するよう指示するものとする。この場合において、当

該登録票は、医療措置、損害賠償等に資する資料であることを説明し、紛失又は

破損のないよう併せて指示するものとする。

　　　ウ　避難所責任者は、次の事項を処理するものとする。

　　　　（ｱ）避難を行った地区名、世帯数、人数等について、逐次本部へ報告するととも

に、その内容を記録しておくこと。

　　　　（ｲ）常に本部と緊密な連携を保ち、災害状況の把握に努めること。

　　　　（ｳ）住民等に対しては、的確な情報の提供、適切な指示を行い、常に住民等の不

安の払拭に努めるとともに、住民等の要求の把握に努めること。

　　　　（ｴ）本部が供給する必要物資は、平等かつ効果的に給付すること。

　　　　（ｵ）避難所及び住民等の衛生の確保に努めること。

　　⑽　住民等の留意事項

　　　ア　集合場所・避難所において相互に扶助協力するとともに、避難誘導責任者又は

避難所責任者の指示に従い、冷静に行動するものとする。

　　　イ　道が必要に応じて実施する原子力災害医療活動及び健康調査等が迅速に処理で

きるよう協力するものとする。

　　　ウ　被災地住民登録票の記載に当たって、避難誘導責任者又は避難所責任者の指示
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及び説明に従い、正確に記載するものとする。

　　⑾　避難所の使用が適切ではないと判断した場合の措置

　　　ア　本部長は、避難所の使用が適切ではないと国より指示があったときは、知事又

は周辺市町村に対し、避難所の設置、避難者の受入れを要請するものとする。

　　　イ　知事は、本節１ ⑾ アの規定による要請を受けた場合、周辺市町村に対し、基

本法第72条第1項の規定に基づき、当該市町村の避難所の設置、避難者の受入れ

を要請し、指示を実施するものとする。

　　⑿　避難の解除がなされたときの措置

　　　ア　避難所責任者は、本部長から避難の解除の指示があった場合は、次に掲げる事

項について住民等に指示するものとする。

　　　　（ｱ）テレビ、ラジオ等による災害の情報及び本部からの指示伝達に留意すること。

　　　　（ｲ）道が必要に応じて実施する健康調査等が迅速に処理できるよう協力すること。

　　　　（ｳ）避難誘導責任者又は避難所責任者から配布された被災地住民登録票に必要事

項を記載し、本部長が指定する日時までに直接又は地域会長等を通じて関係町

村に提出すること。

　　　イ　避難誘導責任者は、本部が手配するバス等により、避難の要領に準じて住民等

を当該地区の集合場所に輸送するものとする。

　　　ウ　避難所責任者は、避難所を閉鎖するときは、施設内の清掃、火気の点検を行い、

避難所施設管理者の確認を受けるとともに、本部へ直ちに報告するものとする。

　２　ＵＰＺ内の防護対策

　　⑴　屋内退避

　　　ア　屋内退避の指示等

　　　　（ｱ）本部長は、屋内退避を決定したときは、防災関係機関にその内容を伝達する

とともに協力を要請するものとする。また、防護対策区域内の住民等に対して

は、防災行政無線等の広報手段を用いて屋内退避を指示するものとする。

　　　　（ｲ）本部長は、住民等に対して屋内退避を指示するときは、

　　　　　ａ　住民等は、原則として自宅内にとどまること。

　　　　　ｂ　外出者は、速やかに帰宅すること。

　　　　　ｃ　直ちに帰宅が困難な場合は、最寄りの公共施設等に退避すること。

　　　　　ｄ　ＰＡＺ内の住民避難が円滑に実施されるよう配慮すること。

　　　　　を指示するものとする。

　　　　（ｳ）本部長は、防災行政無線等の広報手段を用いて、災害の現況、今後の予測等



－18－

必要な情報及び屋内退避にかかる留意事項を広報するとともに、テレビ、ラジ

オ等からの情報にも留意するよう周知を図り、社会的な混乱の防止に努めるも

のとする。

　　　　（ｴ）本部長は、防護対策区域外の住民等に対しては、災害の現況等必要な情報を

広報するとともに、防護対策区域内に立ち入らないよう指示し、テレビ、ラジ

オ等からの情報にも留意するよう周知するものとする。

　　　　（ｵ）本部長は、保育所、幼稚園、学校等施設の管理者や関係町村教育委員会等と

連携し、園児・児童・生徒を迅速かつ安全に屋内退避させるものとする。

　　　イ　屋内退避に関する住民等への指示事項

　　　　　本部長は、屋内退避を実施するときは、防護対策区域内の住民等に対して、次

の留意事項を正確かつ簡潔に伝え、指示の徹底を図るものとする。

　　　　（ｱ）すべての窓、扉等の開口部を閉鎖すること。

　　　　（ｲ）すべての空調設備、ファンヒーター等を止め、外気の流入を防止すること。

　　　　（ｳ）できるだけ窓際を離れて屋内の中央にとどまり、テレビ、ラジオ、防災行政

無線等による道又は本部からの指示、情報に留意すること。

　　　　（ｴ）食料品の容器にフタをすること。

　　　　　　なお、屋内に保管してある飲食物は摂取して差し支えないこと。

　　　　（ｵ）帰宅した人は顔や手を洗うこと。

　　　　（ｶ）電話による問い合わせを控えること。

　　　　（ｷ）貴重品や着替用衣類その他各自の実情に応じ必要な物を用意すること。

　　　　（ｸ）うわさや憶測に流されず、本部からの指示に従うこと。

　　　ウ　屋内退避の解除がなされたときの措置

　　　　　本部長は、屋内退避を解除した場合は、次に掲げる事項について住民等に指示

するものとする。

　　　　（ｱ）テレビ、ラジオ等による災害の情報及び防災行政無線等による本部からの指

示伝達に留意すること。

　　　　（ｲ）道が必要に応じて実施する健康調査等が迅速に処理できるよう協力すること。

　　　　（ｳ）本部から直接又は地域会長等を通じて配布される被災地住民登録票に必要事

項を記載し、本部長が指定する日時までに直接又は地域会長等を通じて関係町

村に提出すること。

　　⑵　避　　難

　　　ア　避難の準備
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　　　　　本部長は、原子力緊急事態宣言発出後又は国、道の要請及び独自の判断により、

防護対策区域内における避難の準備を行うものとする。

　　　イ　避難の指示等

　　　　（ｱ）本部長は、避難を決定したときは、あらかじめ指定された旅館又はホテル等

への受入れの準備を依頼するとともに、避難所責任者を速やかに派遣し、旅館

又はホテル等施設管理者と受入体制に関する調整を図るものとする。

　　　　　　なお、旅館又はホテル等へ避難するまでの間、一時滞在場所が必要であると

判断した場合は、知事又は周辺市町村長に一時滞在場所の設置、避難者の受入

れを要請し、避難所責任者を速やかに派遣し、受入市町村との連絡及び避難者

の保護等に当たらせるものとする。

　　　　　　また、本部長は、必要に応じて、道に一時滞在場所の設置及び運営等に対す

る支援を要請する。

　　　　（ｲ）本部長は、避難を決定したときは、防災関係機関にその内容を伝達するとと

もに協力を要請するものとする。また、防護対策区域内の住民等に対しては、

防災行政無線等の広報手段を用いて避難を指示するものとする。

　　　　（ｳ）本部長は、住民等に対する避難の措置の実施について、次により行うものとする。

　　　　　ａ　自力で避難できない又は時間を要する要配慮者の避難に当たっては、避難

行動要支援者に係る個別避難計画の活用等により実施する。

　　　　　ｂ　避難等の指示があった区域内の要配慮者のうち、病院や社会福祉施設等に

在所していることや在宅で介護を受けている等により早期の避難が困難な住

民で健康上の理由等から避難よりも一旦屋内退避を優先することが必要な要

配慮者（以下「早期避難が困難な要配慮者」という。）については、放射線

防護施設又はコンクリート建物での屋内退避を行い、国及び道と協議の上、

避難先での受入体制を十分整えた後に早期避難が困難な要配慮者の健康状態

に十分配慮しつつ、順次避難等を行うものとする。

　　　　　ｃ　バス等による避難を実施する場合には、住民等に対して、地区ごとの集合

場所に集合するよう指示し、本部の手配したバス等により住民等を避難所に

輸送する。

　　　　　ｄ　自家用車による避難を実施する場合には、住民等に対し、消防職（団）員

及び警察官等の誘導に従い、決められた避難経路により避難所へ移動するよ

う指示するものとする。なお、自家用車による避難を指示する場合、自家用

車の利用の困難な住民等については、集合場所に集合するよう指示し、バス
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等による避難を実施する。

　　　　　ｅ　自然災害等による道路の寸断等により、バス等又は自家用車による避難が

困難と判断される場合には、住民等に対して消防職（団）員及び警察官等の

誘導に従い、地区ごとの集合場所に集合するよう指示し、防災関係機関の協

力を得て、航空輸送や海上輸送等により住民等を避難所に輸送する。

　　　　　ｆ　観光客及び事業所の従業員等の一時滞在者の避難については、防災行政無

線等の広報手段を用いて情報提供を行うとともに、早期の避難を指示するこ

ととし、避難が困難な場合には、集合場所に集合するよう指示し、バス等に

よる避難を実施する。

　　　　（ｴ）本部長は、バス等による住民等の輸送を実施する場合、輸送が円滑に行われる

よう、必要な車両等を確保するとともに、必要な車両が確保できない場合には、

道に車両等の支援要請を行い、住民避難用の車両等を確保し、実施するものとする。

　　　　（ｵ）本部長は、避難等の際に国又は道の指示若しくは独自の判断により、安定ヨ

ウ素剤の配布等を決定した場合には、配布等を行うものとする。

　　　　（ｶ）本部長は、避難をする住民等に対し、原子力災害対策重点区域の境界周辺等

において、避難退域時検査を受けるよう周知するものとする。

　　　　（ｷ）本部長は、甲状腺被ばく線量モニタリング対象者に対して、避難所等におい

て、甲状腺被ばく線量モニタリングを受けるよう周知するものとする。

　　　　　（注）　甲状腺被ばく線量モニタリング対象者

　　　　　　　「甲状腺被ばく線量モニタリング対象者」とは、ＯＩＬに基づく避難等を

指示された地域に居住する住民等（放射性物質が放出される前に予防的に避

難した住民等を除く。）であって19歳未満の者、妊婦及び授乳婦を基本とする。

　　　　（ｸ）本部長は、避難の措置を実施するに当たって、自力で避難できない要配慮者

の救出に特に留意するものとする。

　　　　（ｹ）本部長は、防護対策区域内の住民等に対しては、災害の現況等必要な情報を

広報する。また、防護対策区域内の住民の避難が円滑に実施されるよう、国及

び道等と連携を図り、防護対策区域外の住民等に対しては、防護対策区域内に立

ち入らないよう指示するとともに、指示があるまで自主的な避難をしないよう周

知を徹底し、テレビ、ラジオ等からの情報にも留意するよう周知するものとする。

　　　　（ｺ）本部長は、住民等の避難の確認を消防職（団）員及び警察官等と連携しなが

ら行うものとする。

　　　　（ｻ）本部長は、保育所、幼稚園、学校等施設の管理者や関係町村教育委員会等と
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連携し、園児・児童・生徒を迅速かつ安全に避難させるものとする。

　　　　（ｼ）本部長は、病院等医療機関の管理者と連携し、入院患者、外来患者、見舞客

等を迅速かつ安全に避難または他の医療機関へ転院させるものとし、また、避

難所での健康管理に十分配慮するものとする。

　　　　（ｽ）本部長は、社会福祉施設等の管理者と連携し、入所者、利用者を迅速かつ安

全に避難させるものとし、また、避難所での健康管理に十分配慮するものとする。

　　　ウ　避難に関する住民等への指示事項

　　　　　本部長は、避難を実施するときは、住民等に対して、次の留意事項を正確かつ

簡潔に伝え、指示の徹底を図るものとする。

　　　　（ｱ）本部又は地域会長等の指示を確認してから行動すること。

　　　　（ｲ）マスク及び外衣を着用すること。

　　　　（ｳ）貴重品や着替用衣類その他各自の実情に応じて必要な物を持ち出すこと。

　　　　（ｴ）電気器具のコンセントを抜き、ガス・水道（冬期間）などの元栓を止めること。

　　　　（ｵ）消火、消灯を確認し、窓等を閉めて施錠すること。

　　　　（ｶ）隣人にも避難の指示を確認すること。

　　　　（ｷ）自家用車等により避難を実施する場合、交通整理を行っている警察官等の指

示に従うこと。

　　　　（ｸ）集合場所から避難所まで本部が手配した車両及び船舶等により移動すること。

　　　エ　避難誘導責任者のとるべき措置

　　　　（ｱ）避難誘導責任者は、本部から集合場所開設の指示があった場合は、集合場所

へ速やかに移動し、住民等の保護・確認を実施できるよう、また、本部との情

報伝達手段の確保及び被災地住民登録票の授受並びに記載事務が円滑に実施さ

れるよう施設内の配置を整備するなど、万全の体制を整えるものとする。

　　　　（ｲ）避難誘導責任者は、集合場所において、地域会長等の協力を得て、住民等の

保護・確認を行い、本部長が指示した車両及び船舶等に乗車させるものとする。

　　　　（ｳ）避難の誘導に当たっては、的確な指示及び誘導を行い、住民等の混乱の防止

を図るものとする。

　　　　（ｴ）避難誘導責任者等は、早期避難が困難な要配慮者の避難等の誘導に当たって

は、本部長の指示により行うものとする。

　　　　（ｵ）避難は、要配慮者を優先的に避難させるものとする。

　　　　（ｶ）避難誘導責任者は、住民等に対して被災地住民登録票を配布し、災害発生後

の行動等必要事項を記入するよう指示するものとする。この場合において、当
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該登録票は、医療措置、損害賠償等に資する資料であることを説明し、紛失又

は破損のないよう併せて指示するものとする。

　　　　（ｷ）避難誘導責任者は、本部等からの指示により、安定ヨウ素剤の配布等を行う

ものとする。

　　　　（ｸ）避難誘導責任者は、本部等からの指示により、避難退域時検査を受けるもの

とする。

　　　　（ｹ）避難誘導責任者は、次の事項を処理するものとする。

　　　　　ａ　避難を行った地区名、世帯数、人数等について、逐次本部へ報告するとと

もに、その内容を記録しておくこと。

　　　　　ｂ　常に本部と緊密な連携を保ち、災害状況の把握に努めること。

　　　　　ｃ　住民等に対しては、的確な情報の提供、適切な指示を行い、常に住民等の

不安の払拭に努めるとともに、住民等の要求の把握に努めること。

　　　　　ｄ　要配慮者の健康状態に十分配慮すること。

　　　　　ｅ　本部が供給する必要物資は、平等かつ効果的に給付すること。

　　　　　ｆ　集合場所及び住民等の衛生の確保に努めること。

　　　　（ｺ）住民等の避難の誘導が終了した場合は、住民等と避難し、避難所において避

難所責任者が実施する救護活動等に協力するものとする。

　　　オ　避難所責任者のとるべき措置

　　　　（ｱ）避難所責任者は、本部から避難所開設の指示があった場合は、避難所へ速や

かに移動し、避難所施設管理者と受入体制に関する調整を図るとともに、住民等

の保護・確認を実施できるよう、また、本部との情報伝達手段の確保、被災地住

民登録票の授受及び記載事務並びに道等が実施する原子力災害医療活動等が円滑

に実施されるよう施設内の配置を整備するなど、万全の体制を整えるものとする。

　　　　（ｲ）避難所責任者は、被災地住民登録票を必要な住民に対して配布し、災害発生

後の行動等必要事項を記入するよう指示するものとする。この場合において、

当該登録票は、医療措置、損害賠償等に資する資料であることを説明し、紛失

又は破損のないよう併せて指示するものとする。

　　　　（ｳ）避難所責任者は、次の事項を処理するものとする。

　　　　　ａ　避難を行った地区名、世帯数、人数等について、逐次本部へ報告するとと

もに、その内容を記録しておくこと。

　　　　　ｂ　常に本部と緊密な連携を保ち、災害状況の把握に努めること。

　　　　　ｃ　住民等に対しては、的確な情報の提供、適切な指示を行い、常に住民等の
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不安の払拭に努めるとともに、住民等の要求の把握に努めること。

　　　　　ｄ　本部が供給する必要物資は、平等かつ効果的に給付すること。

　　　　　ｅ　避難所及び住民等の衛生の確保に努めること。

　　　カ　住民等の留意事項

　　　　（ｱ）集合場所・避難所において相互に扶助協力するとともに、避難誘導責任者又

は避難所責任者の指示に従い、冷静に行動するものとする。

　　　　（ｲ）道が必要に応じて実施する原子力災害医療活動及び健康調査等が迅速に処理

できるよう協力するものとする。

　　　　（ｳ）被災地住民登録票の記載に当たって、避難誘導責任者又は避難所責任者の指

示及び説明に従い、正確に記載するものとする。

　　　キ　避難所の使用が適切ではないと判断した場合の措置

　　　　（ｱ）本部長は、避難所の使用が適切ではないと国より指示があったときは、知事

又は周辺市町村に対し、避難所の設置、避難者の受入れを要請するものとする。

　　　　（ｲ）知事は、本節２ ⑵ キ（ｱ）の規定による要請を受けた場合、周辺市町村長

に対し、基本法第72条第１項の規定に基づき、当該市町村の避難所の設置、避

難者の受入れを要請し、指示を実施するものとする。

　　　ク　避難の解除がなされたときの措置

　　　　（ｱ）避難所責任者は、本部長から避難の解除の指示があった場合は、次に掲げる

事項について住民等に指示するものとする。

　　　　　ａ　テレビ、ラジオ等による災害の情報及び本部からの指示伝達に留意すること。

　　　　　ｂ　道が必要に応じて実施する健康調査等が迅速に処理できるよう協力すること。

　　　　　ｃ　避難誘導責任者又は避難所責任者から配布された被災地住民登録票に必要

事項を記載し、本部長が指定する日時までに直接又は地域会長等を通じて関

係町村に提出すること。

　　　　（ｲ）避難誘導責任者は、本部が手配するバス等により、避難の要領に準じて住民

等を当該地区の集合場所に輸送するとともに、必要に応じて要配慮者の帰宅支

援を行うものとする。

　　　　（ｳ）避難所責任者は、避難所を閉鎖するときは、施設内の清掃、火気の点検を行い、

避難所施設管理者の確認を受けるとともに、本部へ直ちに報告するものとする。

　　⑶　放射線防護施設又はコンクリート建物への屋内退避又は避難の実施

　　　　放射線防護施設又はコンクリート建物への屋内退避又は避難については、表４－

１－１・表４－１－２・表４－２を参考とし実施するものとする。
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る

。

位
　

　
置

集
 落

 名

世
　

　
　

　
帯

　
　

　
　

人
　

　
　

　
口

コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
物
等
屋
内
退
避

※
1

避
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
難

世 帯 数

人
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
口

退
　

　
避

　
　

場
　

　
所

（
退

避
集

合
場

所
）

集
　

　
　

合
　

　
　

場
　

　
　

所
避

　
　

　
　

難
　

　
　

　
所

広
域

避
難

方
　

位

距 離 番 号

総 数

再
　

　
　

　
　

　
掲

名
　

　
称

所
 在

 地

収 容 能 力
（

人
）

避
難

方
法

避
　

難

経
　

路
名

　
称

所
 在

 地

収 容 能 力
（

人
）

避 難 方 法

避 難 所

０

～

５ 歳

６

～

1
8
歳

妊 産 婦

外 国 人

避
難

行

動
要

支

援
　

者

名
　

　
称

所
 在

 地

収
　

容

能
　

力

（
人

）

東
２

北
　

　
電

社
 宅

 会
16

 
23

 
2 

0 
1 

0 
0 

北
電

体
育

館
宮

　
　

丘
1,

16
7

バ
ス 等

別
紙

図
２

に
よ

る
留
寿
都
村
・

洞
爺

湖
温

泉
バ

ス
等

国
 

が
 

決
 

定
 

し
 

た
 

避
 

難
 

先
 

市
 

町
 

村
 

の
 

避
 

難
 

所

東
南

東
３

北
　

　
電

社
 宅

 会
16

 
46

 
7
 

8 
4 

0 
0 

東
３

北
　

　
電

社
 宅

 会
24

8 
40

9 
48

 
3
5 

1
3 

0 
0 

小
　

計
（

北
電

社
宅

会
）

28
0 

47
8 

57
 

43
 

18
 

0 
0 

東
南

東
２

柏
　

　
木

1
1 

2
0 

1 
3
 

0
 

0
 

1 

東
３

柏
　

　
木

1 
2 

0 
0
 

0
 

0
 

0 

東
南

東
３

柏
　

　
木

3
1 

3
8 

0 
2
 

0
 

2
 

3 

小
　

計
（

柏
　

　
　

木
）

4
3 

6
0 

1 
5
 

0
 

2
 

4 

東
３

宮
　

　
丘

(旧
　

一
）

0 
0 

0
 

0 
0 

0 
0 

宮
丘

地
区

 
寿

の
家

宮
　

　
丘

13
7

東
南

東
３

宮
　

　
丘

(旧
　

一
）

2 
3 

0 
0 

0 
0 

1 

東
４

宮
丘

（
旧

一
・

旧
三

東
）

20
 

51
 

1 
7 

0 
0 

3 

東
南

東
４

宮
　

　
丘

(旧
　

一
）

3 
9 

0
 

2 
0 

0 
0 

東
北

東
４

宮
　

　
丘

(旧
三

東
）

4 
6 

0
 

0 
0 

0 
0 

東
北

東
４

宮
　

　
丘

(旧
　

二
）

4 
9 

0
 

1 
0 

0 
0 

ビ
シ

ャ
ム

ナ
イ

会
館

宮
　

　
丘

10
4

東
南

東
４

宮
　

　
丘

(旧
　

一
）

14
 

22
 

0 
0 

0 
0 

3 
北

辰
 

小
学

校
発

　
　

足
94

6
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�
（
共
 
和
 町

）

※
1：

放
射

線
防

護
施

設
又

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
建

物
へ

の
屋

内
退

避
を

行
う

場
合

の
施

設
で

、
放

射
線

防
護

施
設

の
場

合
は

、
名

称
の

前
に

○
を

記
載

す
る

。

�
備

考
 ：

 世
帯

人
口

及
び

収
容

能
力

に
つ

い
て

は
、

令
和

５
年

12
月

31
日

現
在

の
も

の
で

あ
る

。

位
　

　
置

集
 落

 名

世
　

　
　

　
帯

　
　

　
　

人
　

　
　

　
口

コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
物
等
屋
内
退
避

※
1

避
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
難

世 帯 数

人
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
口

退
　

　
避

　
　

場
　

　
所

（
退

避
集

合
場

所
）

集
　

　
　

合
　

　
　

場
　

　
　

所
避

　
　

　
　

難
　

　
　

　
所

広
域

避
難

方
　

位

距 離 番 号

総 数

再
　

　
　

　
　

　
掲

名
　

　
称

所
 在

 地

収 容 能 力
（

人
）

避
難

方
法

避
　

難

経
　

路
名

　
称

所
 在

 地

収 容 能 力
（

人
）

避 難 方 法

避 難 所

０

～

５ 歳

６

～

1
8
歳

妊 産 婦

外 国 人

避
難

行

動
要

支

援
　

者

名
　

　
称

所
 在

 地

収
　

容

能
　

力

（
人

）

東
５

宮
　

　
丘

（
旧

　
二

）
6
 

12
 

3 
0 

0 
3 

0 

ビ
シ

ャ
ム

ナ
イ

会
館

宮
　

　
丘

10
4

バ
ス 等

別
紙

図
２

に
よ

る
留
寿
都
村
・

洞
爺

湖
温

泉
バ

ス
等

国
 

が
 

決
 

定
 

し
 

た
 

避
 

難
 

先
 

市
 

町
 

村
 

の
 

避
 

難
 

所

東
北

東
５

宮
　

　
丘

（
旧

　
二

）
14

39
2

5
0

0
0 

東
北

東
６

宮
　

　
丘

（
旧

　
二

）
2

3
0

0
0

0
2 

小
　

計
（

宮
　

　
　

丘
）

6
9 

15
4 

6 
15

 
0 

3 
9 

東
４

ヤ
チ

ナ
イ

5 
1
0 

0 
0
 

0
 

0
 

2 

発
足

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

発
　

　
足

14
0

東
南

東
４

ヤ
チ

ナ
イ

5 
1
3 

1 
3
 

0
 

0
 

0 

東
５

ヤ
チ

ナ
イ

13
 

39
 

0 
5
 

0
 

0
 

2 

東
南

東
５

ヤ
チ

ナ
イ

3 
5 

0 
1
 

0
 

0
 

1 

東
６

ヤ
チ

ナ
イ

20
 

64
 

1 
6
 

0
 

0
 

1 

東
南

東
６

ヤ
チ

ナ
イ

1 
2 

0 
0
 

0
 

0
 

0 

東
７

ヤ
チ

ナ
イ

3 
9 

0 
0
 

0
 

0
 

0 

小
　

計
（

ヤ
チ

ナ
イ

）
50

 
14

2 
2 

15
 

0
 

0
 

6 

東
南

東
４

リ
　

　
中

1 
1 

0 
0 

0 
0 

0 

発
足

克
雪

 
管

理
セ

ン
タ

ー
発

　
　

足
19

0

東
南

東
５

リ
　

　
中

28
 

59
 

3
 

6 
1 

0 
5 

東
南

東
６

リ
　

　
中

14
 

26
 

0
 

3 
0 

0 
2 

小
　

計
（

リ
　

　
　

中
）

43
 

86
 

3
 

9 
1 

0 
7 
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�
（
共
 
和
 町

）

※
1：

放
射

線
防

護
施

設
又

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
建

物
へ

の
屋

内
退

避
を

行
う

場
合

の
施

設
で

、
放

射
線

防
護

施
設

の
場

合
は

、
名

称
の

前
に

○
を

記
載

す
る

。

�
備

考
 ：

 世
帯

人
口

及
び

収
容

能
力

に
つ

い
て

は
、

令
和

５
年

12
月

31
日

現
在

の
も

の
で

あ
る

。

位
　

　
置

集
 落

 名

世
　

　
　

　
帯

　
　

　
　

人
　

　
　

　
口

コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
物
等
屋
内
退
避

※
1

避
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
難

世 帯 数

人
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
口

退
　

　
避

　
　

場
　

　
所

（
退

避
集

合
場

所
）

集
　

　
　

合
　

　
　

場
　

　
　

所
避

　
　

　
　

難
　

　
　

　
所

広
域

避
難

方
　

位

距 離 番 号

総 数

再
　

　
　

　
　

　
掲

名
　

　
称

所
 在

 地

収 容 能 力
（

人
）

避
難

方
法

避
　

難

経
　

路
名

　
称

所
 在

 地

収 容 能 力
（

人
）

避 難 方 法

避 難 所

０

～

５ 歳

６

～

1
8
歳

妊 産 婦

外 国 人

避
難

行

動
要

支

援
　

者

名
　

　
称

所
 在

 地

収
　

容

能
　

力

（
人

）

東
南

東
４

下
梨

野
舞

納
6
 

15
 

0 
2 

0 
0 

0 

は
ま

な
す

 
幼

児
セ

ン
タ

ー
梨

野
舞

納
52

6

バ
ス 等

別
紙

図
２

に
よ

る
留
寿
都
村
・

洞
爺

湖
温

泉
バ

ス
等

国
 

が
 

決
 

定
 

し
 

た
 

避
 

難
 

先
 

市
 

町
 

村
 

の
 

避
 

難
 

所

南
　

東
４

下
梨

野
舞

納
19

 
39

 
0 

3 
0 

0 
1 

南
南

東
４

下
梨

野
舞

納
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

東
南

東
５

下
梨

野
舞

納
5 

18
 

1 
0 

1 
0 

0 

南
　

東
５

下
梨

野
舞

納
13

 
23

 
0 

0 
0 

0 
1 

南
南

東
５

下
梨

野
舞

納
7 

17
 

0 
4 

0 
0 

0 

東
南

東
６

下
梨

野
舞

納
3 

10
 

0 
1 

0 
0 

0 

小
　

計
（

下
梨

野
舞

納
）

53
 

12
2 

1 
10

 
1 

0 
2 

南
　

東
４

松
　

　
里

34
 

69
 

5 
7 

1 
0 

1 

南
　

東
５

松
　

　
里

9
 

17
 

0 
3 

0 
0 

0 

南
南

東
５

松
　

　
里

3
 

4
 

0 
0 

0 
0 

0 

小
　

計
（

松
　

　
　

里
）

46
 

90
 

5 
1
0 

1 
0 

1 

南
　

東
５

安
　

　
達

34
 

86
 

0 
9 

0 
0 

4 

南
南

東
５

安
　

　
達

1
 

2
 

0 
0 

0 
0 

0 

小
　

計
（

安
　

　
　

達
）

35
 

88
 

0 
9 

0 
0 

4 

東
南

東
５

発
足

リ
ヤ

ム
ナ

イ
(リ

１
)

10
 

25
 

1 
2 

1 
1 

0 
発

足
克

雪
 

管
理

セ
ン

タ
ー

発
　

　
足

19
0

東
南

東
６

発
足

リ
ヤ

ム
ナ

イ
(リ

１
)

13
 

28
 

1 
2 

1 
0 

1 

小
　

計
（

発
足

リ
ヤ

ム
ナ
イ
）

23
 

53
 

2 
4 

2 
1 

1 

計
64

2 
1,

27
3 

77
 

1
20

 
23

 
6
 

34
 

泊
村

・
共

和
町

（
合

計
）

1,
34

3 
2,

46
5 

11
3 

2
20

 
30

 
15

 
44
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表
４
－
１
－
２
　
　
　
放
射
線
防
護
施
設
又
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
物
へ
の
屋
内
退
避
及
び
避
難
に
関
す
る
資
料
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）�

（
泊
　
　
村
）

※
1：

放
射

線
防

護
施

設
又

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
建

物
へ

の
屋

内
退

避
を

行
う

場
合

の
施

設
で

、
放

射
線

防
護

施
設

の
場

合
は

、
名

称
の

前
に

○
を

記
載

す
る

。

�
備

考
 ：

 世
帯

人
口

及
び

収
容

能
力

に
つ

い
て

は
、

令
和

５
年

12
月

31
日

現
在

の
も

の
で

あ
る

。

位
　

　
置

集
 落

 名

世
　

　
　

　
帯

　
　

　
　

人
　

　
　

　
口

コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
物
等
屋
内
退
避

※
1

避
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
難

世 帯 数

人
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
口

退
　

　
避

　
　

場
　

　
所

（
退

避
集

合
場

所
）

集
　

　
　

合
　

　
　

場
　

　
　

所
避

　
　

　
　

難
　

　
　

　
所

広
域

避
難

方
　

位

距 離 番 号

総 数

再
　

　
　

　
　

　
掲

名
　

　
称

所
 在

 地

収 容 能 力
（

人
）

避
難

方
法

避
　

難

経
　

路
名

　
称

所
 在

 地

収 容 能 力
（

人
）

避 難 方 法

避 難 所

０

～

５ 歳

６

～

18 歳

妊 産 婦

外 国 人

避
難

行

動
要

支

援
　

者

名
　

　
称

所
 在

 地

収
　

容

能
　

力

（
人

）

北
北

西
８

盃
（

５
地

域
）

23
 

44
 

4
 

5 
1 

0 
0 

○
泊

 
小

学
校

盃
　

　
村

13
4-

1
1,

10
6

泊
小

学
校

盃
　

　
村

1
34

-1
1,

10
6

バ
ス

４
台

別
紙

図
２

に
よ

る
札

幌
市

南
区

バ
ス

等

国
 

が
 

決
 

定
 

し
 

た
 

避
 

難
 

先
 

市
 

町
 

村
 

の
 

避
 

難
 

所

盃
（

６
地

域
）

2
1 

4
0 

0 
7
 

0
 

0
 

0 

北
北

西
９

2
9 

3
9 

0 
0
 

0
 

0
 

1 

北
北

西
９

興
 志

 内
（

７
地

域
）

4
6 

7
8 

0 
5
 

0
 

0
 

0 

盃
地

区
集

会
所

興
志

内
村

1-
2

22
4

盃
地

区
集

会
所

興
志

内
村

1
-2

22
4

バ
ス

５
台

同
　

上
札

幌
市

南
区

バ
ス

等

興
 志

 内
（

８
地

域
）

16
 

35
 

1 
1 

0 
0 

0 

北
北

西

10
興

 志
 内

（
８

地
域

）
1
2 

1
9 

1 
1
 

0
 

0
 

0 

10
興

 志
 内

茂
　

岩
地

　
域

1
1 

1
7 

0 
2
 

0
 

0
 

1 

計
15

8 
27

2 
6 

21
 

1 
0 

2 
1,

10
6

1,
33

0
９

台

全
　

 村
 　

合
　

 計
（

累
　

　
計

）
85

9 
1,

46
4 

42
 

12
1 

8 
9 

12
 

1,
27

6
8,

42
7

48
台

(
)
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表
４
－
１
－
２
　
　
　
放
射
線
防
護
施
設
又
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
物
へ
の
屋
内
退
避
及
び
避
難
に
関
す
る
資
料
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）�

（
共
 
和
 町

）

※
1：

放
射

線
防

護
施

設
又

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
建

物
へ

の
屋

内
退

避
を

行
う

場
合

の
施

設
で

、
放

射
線

防
護

施
設

の
場

合
は

、
名

称
の

前
に

○
を

記
載

す
る

。

�
備

考
 ：

 世
帯

人
口

及
び

収
容

能
力

に
つ

い
て

は
、

令
和

５
年

12
月

31
日

現
在

の
も

の
で

あ
る

。
　

※
コ

ン
ク

リ
ー

ト
屋

内
退

避
の

集
合

場
所

は
、

避
難

の
集

合
場

所
と

同
じ

。

位
　

　
置

集
 落

 名

世
　

　
　

　
帯
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９
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南
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似
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鉱
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富
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東
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セ
ン
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決
 

定
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村
 

の
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東
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 ３
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東
南
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0
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6 
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本
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0 
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掲

名
　

　
称

所
 在

 地

収 容 能 力
（

人
）

避
難

方
法

避
　

難

経
　

路
名

　
称

所
 在

 地

収 容 能 力
（

人
）

避 難 方 法

避 難 所

０

～

５ 歳

６

～

1
8
歳

妊 産 婦

外 国 人

避
難

行

動
要

支

援
　

者

名
　

　
称

所
 在

 地

収
　

容

能
　

力

（
人

）

南
　

東
14

 
下

平
９

号
1
 

4
 

0
1

0 
0 

0 

東
陽

 
小

学
校

 
 ○

国
富

 
地

区
防

災
 

セ
ン

タ
ー

国
　

　
富

1,
57

8
   

55
8

○
国

富
 

地
区

防
災

 
セ

ン
タ

ー
国

　
　

富
55

8

バ
ス 等

別
紙

図
２

に
よ

る
留
寿
都
村
・

洞
爺

湖
温

泉
バ

ス
等

国
 

が
 

決
 

定
 

し
 

た
 

避
 

難
 

先
 

市
 

町
 

村
 

の
 

避
 

難
 

所

東
南

東
14

 
下

平
９

号
7 

1
1 

0
0

0
 

0
 

1 

小
　

計
（

下
平

９
号

）
8 

15
 

0
1

0 
0 

1 

東
南

東
15

 
10

　
　

号
6 

12
 

0 
0 

0 
0 

0 
小

沢
地

区
 

住
民

セ
ン

タ
ー

小
　

　
沢

21
0

東
南

東
15

 
小

 沢
 ７

46
 

78
 

5 
8 

2 
0 

3 

東
南

東
16

中
　

　
平

9
 

19
 

0 
3 

0 
0 

2 

小
沢

 
体

育
館

小
　

　
沢

54
5

東
南

東
15

 
小

 沢
 １

6
 

10
 

0 
0 

0 
0 

3 

東
南

東
16

 
小

 沢
 １

9
 

21
 

1 
1 

1 
1 

0 

小
　

計
（

小
　

沢
　

１
）

15
 

31
 

1 
1 

1 
1 

3 

東
南

東
16

 
小

 沢
 ２

16
 

39
 

1 
8 

0 
0 

3 

東
南

東
16

 
小

 沢
 ３

10
 

19
 

0 
0 

0 
0 

2 

東
南

東
16

 
小

 沢
 ４

25
 

46
 

1 
6 

0 
0 

8 

東
南

東
16

 
小

 沢
 ６

24
 

35
 

2 
0 

0 
0 

2 

東
南

東
16

 
西
ヤ
エ
ニ
シ
ベ

7 
10

 
0 

0 
0 

0 
2 

ワ
イ

ス
温

泉
ワ

 イ
 ス

12
0

東
南

東
17

 
西
ヤ
エ
ニ
シ
ベ

6 
7 

0 
0 

0 
0 

3 

小
　

計
（

西
ヤ
エ
ニ
シ
ベ
）

1
3 

1
7 

0 
0
 

0
 

0
 

5 

東
南

東
17

東
ヤ
エ
ニ
シ
ベ

2 
8 

0 
2 

0 
0 

0 

東
南

東
18

東
ヤ
エ
ニ
シ
ベ

3 
4 

0 
0 

0 
0 

1 

小
　

計
（

東
ヤ
エ
ニ
シ
ベ
）

5 
1
2 

0 
2
 

0
 

0
 

1 

東
南

東
17

ワ
 イ

 ス
1 

2 
0 

0 
0 

0 
0 

東
南

東
18

ワ
 イ

 ス
8 

21
 

1 
1 

0 
1 

1 

小
　

計
（

ワ
　

イ
　

ス
）

9 
23

 
1 

1 
0 

1 
1 

計
2,

12
4

4,
17

3
13

9
41

8
2
4

3
2

21
0

全
町

合
計

（
累

 計
）

2,
76

6 
5,

44
6 

21
6 

53
8 

4
7 

3
8 

24
4 
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表
４
－
１
－
２
　
　
　
放
射
線
防
護
施
設
又
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
物
へ
の
屋
内
退
避
及
び
避
難
に
関
す
る
資
料
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）�

（
岩
 
内
 町

）

※
1：

放
射

線
防

護
施

設
又

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
建

物
へ

の
屋

内
退

避
を

行
う

場
合

の
施

設
で

、
放

射
線

防
護

施
設

の
場

合
は

、
名

称
の

前
に

○
を

記
載

す
る

。

�
備

考
 ：

 世
帯

人
口

及
び

収
容

能
力

に
つ

い
て

は
、

令
和

５
年

12
月

31
日

現
在

の
も

の
で

あ
る

。

位
　

　
置

集
 落

 名

世
　

　
　

　
帯

　
　

　
　

人
　

　
　

　
口

コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
物
等
屋
内
退
避

※
1

避
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
難

世 帯 数

人
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
口

退
　

　
避

　
　

場
　

　
所

（
退

避
集

合
場

所
）

集
　

　
　

合
　

　
　

場
　

　
　

所
避

　
　

　
　

難
　

　
　

　
所

広
域

避
難

方
　

位

距 離 番 号

総 数

再
　

　
　

　
　

　
掲

名
　

　
称

所
 在

 地

収 容 能 力
（

人
）

避
難

方
法

避
　

難

経
　

路
名

　
称

所
 在

 地

収 容 能 力
（

人
）

避 難 方 法

避 難 所

０

～

５ 歳

６

～

18 歳

妊 産 婦

外 国 人

避
難

行

動
要

支

援
　

者

名
　

　
称

所
 在

 地

収
　

容

能
　

力

（
人

）

南
７

東
　

　
山

１
 番

 
地

～

85
 番

 地

5
61

 
95

3 
13

 
91

 
3 

1 
10

7 
東

小
学

校
（

教
室

）
岩

内
町

字
東

山
13

0
1,

98
7

東
小

学
校

（
体

育
館

）
岩

内
町

字
東

山
13

0
70

0
バ

ス 等
別

紙
図

２
に

よ
る

民
間

宿
 

泊
施

設
札

幌
市

バ
ス

等

国
 

が
 

決
 

定
 

し
 

た
 

避
 

難
 

先
 

市
 

町
 

村
 

の
 

避
 

難
 

所

南
７

東
　

　
山

86
 番

 
地

～

18
5
番

地

3
18

 
63

1 
23

 
85

 
4 

0 
38

 
第

一
中

学
校

（
教

室
）

岩
内

町
字

宮
園

31
3-

20
1,

98
2

第
一

中
学

校
（

体
育

館
）

岩
内

町
字

宮
園

31
3-

2
0

73
2

バ
ス 等

別
紙

図
２

に
よ

る
民

間
宿

 
泊

施
設

札
幌

市
バ

ス
等

南
６

大
　

　
浜

79
 番

 地 ～

95
 番

 地

84
 

14
6 

4 
12

 
0 

9 
17

 
岩

内
地

域
人

材
開

発
セ

ン
タ

ー

岩
内

町
字

東
山

8-
16

20
0

岩
内

地
域

人
材

開
発

セ
ン

タ
ー

（
体

育
館

）

岩
内

町
字

東
山

8-
16

49
4

バ
ス 等

別
紙

図
２

に
よ

る
民

間
宿

 
泊

施
設

札
幌

市
バ

ス
等

南
６

大
　

　
浜

１
 番

 地 ～

４
 番

 地
53

 番
 地 ～

76
 番

 地

2
77

 
50

1 
12

 
40

 
2 

7 
42

 
東

小
学

校
（

教
室

）
岩

内
町

字
東

山
13

0
1,

98
7

東
小

学
校

（
体

育
館

）
岩

内
町

字
東

山
13

0
70

0
バ

ス 等
別

紙
図

２
に

よ
る

民
間

宿
 

泊
施

設
札

幌
市

バ
ス

等

南
６

大
　

　
浜

14
 番

 地 ～

26
 番

 地

1
20

 
21

1 
4 

18
 

0 
0 

14
 

東
小

学
校

（
教

室
）

岩
内

町
字

東
山

13
0

1,
98

7
東

小
学

校
（

体
育

館
）

岩
内

町
字

東
山

13
0

70
0

バ
ス 等

別
紙

図
２

に
よ

る
民

間
宿

 
泊

施
設

札
幌

市
バ

ス
等

南
６

大
　

　
浜

10
 番

 地 ～

13
 番

 地
27

 番
 地 ～

39
 番

 地

1
13

 
19

9 
7 

14
 

3 
0 

23
 

東
小

学
校

（
教

室
）

岩
内

町
字

東
山

13
0

1,
98

7
東

小
学

校
（

体
育

館
）

岩
内

町
字

東
山

13
0

70
0

バ
ス 等

別
紙

図
２

に
よ

る
民

間
宿

 
泊

施
設

札
幌

市
バ

ス
等
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※
1：

放
射

線
防

護
施

設
又

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
建

物
へ

の
屋

内
退

避
を

行
う

場
合

の
施

設
で

、
放

射
線

防
護

施
設

の
場

合
は

、
名

称
の

前
に

○
を

記
載

す
る

。

�
備

考
 ：

 世
帯

人
口

及
び

収
容

能
力

に
つ

い
て

は
、

令
和

５
年

12
月

31
日

現
在

の
も

の
で

あ
る

。

位
　

　
置

集
 落

 名

世
　

　
　

　
帯

　
　

　
　

人
　

　
　

　
口

コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
物
等
屋
内
退
避

※
1

避
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
難

世 帯 数

人
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
口

退
　

　
避

　
　

場
　

　
所

（
退

避
集

合
場

所
）

集
　

　
　

合
　

　
　

場
　

　
　

所
避

　
　

　
　

難
　

　
　

　
所

広
域

避
難

方
　

位

距 離 番 号

総 数

再
　

　
　

　
　

　
掲

名
　

　
称

所
 在

 地

収 容 能 力
（

人
）

避
難

方
法

避
　

難

経
　

路
名

　
称

所
 在

 地

収 容 能 力
（

人
）

避 難 方 法

避 難 所

０

～

５ 歳

６

～

1
8
歳

妊 産 婦

外 国 人

避
難

行

動
要

支

援
　

者

名
　

　
称

所
 在

 地

収
　

容

能
　

力

（
人

）

南
６

大
　

　
浜

５
 番

 地 ～

９
 
番

 地
4
0 

番
 地 ～

5
2 

番
 地

7
7 

番
 地 ～

7
8 

番
 地

17
4 

32
3 

24
 

18
 

5
 

0
 

15
 

い
わ

な
い

東
保

育
所

岩
内

町
字

東
山

82
-1

50
7

い
わ

な
い

東
保

育
所

岩
内

町
字

東
山

82
-1

50
7

バ
ス 等

別
紙

図
２

に
よ

る
民

間
宿

 
泊

施
設

札
幌

市
バ

ス
等

国
 

が
 

決
 

定
 

し
 

た
 

避
 

難
 

先
 

市
 

町
 

村
 

の
 

避
 

難
 

所

南
７

万
代

全
域

31
0 

50
2 

7 
34

 
2
 

5
 

59
 

岩
内

高
等

学
校

（
教

室
）

岩
内

町
字

宮
園

43
-1

2,
81

4
岩

内
高

等
学

校
（

体
育

館
）

岩
内

町
字

宮
園

43
-1

1,
10

0
バ

ス 等
別

紙
図

２
に

よ
る

民
間

宿
 

泊
施

設
札

幌
市

バ
ス

等

南
７

栄
１

 番
 地 ～

15
3
番

地

18
8 

30
7 

14
 

31
 

3
 

0
 

34
 

岩
内

高
等

学
校

（
教

室
）

岩
内

町
字

宮
園

43
-1

2,
81

4
岩

内
高

等
学

校
（

体
育

館
）

岩
内

町
字

宮
園

43
-1

1,
10

0
バ

ス 等
別

紙
図

２
に

よ
る

民
間

宿
 

泊
施

設
札

幌
市

バ
ス

等

南
７

栄
15

4
番

地

～

25
8
番

地

44
4 

87
6 

30
 

79
 

2
 

3
 

84
 

第
一

中
学

校
（

教
室

）

岩
内

町
字

宮
園

31
3-

20
1,

98
2

第
一

中
学

校
（

体
育

館
）

岩
内

町
字

宮
園

31
3-

2
0

73
2

バ
ス 等

別
紙

図
２

に
よ

る
民

間
宿

 
泊

施
設

札
幌

市
バ

ス
等

南
７

七
福

神
恵

比
寿

館
（

入
所

者
）

41
 

41
 

0 
0 

0 
0 

0 
七

福
神

恵
比

寿
館

岩
内

町
字

栄
7-

3
56

七
福

神
恵

比
寿

館
岩

内
町

字
栄

7-
3

56
バ

ス 等

施
設

避
難

計
画

に
よ

る

施
設

避
難

計
画

に
よ

る

施
設

避
難

計
画

に
よ

る

施
設
避

難
計
画

に
よ
る

バ
ス

等

南
７

高
　

　
台

49
 番

 
地

～

13
4
番

地
19

2
番

地

～

23
3
番

地
31

1
番

地

～

36
3
番

地

19
8 

31
9 

6 
26

 
1
 

2
 

22
岩

内
高

等
学

校
（

教
室

）

岩
内

町
字

宮
園

43
-1

2,
81

4
岩

内
高

等
学

校
（

体
育

館
）

岩
内

町
字

宮
園

43
-1

1,
10

0
バ

ス 等
別

紙
図

２
に

よ
る

民
間

宿
 

泊
施

設
札

幌
市

バ
ス

等
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※
1：

放
射

線
防

護
施

設
又

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
建

物
へ

の
屋

内
退

避
を

行
う

場
合

の
施

設
で

、
放

射
線

防
護

施
設

の
場

合
は

、
名

称
の

前
に

○
を

記
載

す
る

。

�
備

考
 ：

 世
帯

人
口

及
び

収
容

能
力

に
つ

い
て

は
、

令
和

５
年

12
月

31
日

現
在

の
も

の
で

あ
る

。

位
　

　
置

集
 
落

 名

世
　

　
　

　
帯

　
　

　
　

人
　

　
　

　
口

コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
物
等
屋
内
退
避

※
1

避
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
難

世 帯 数

人
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
口

退
　

　
避

　
　

場
　

　
所

（
退

避
集

合
場

所
）

集
　

　
　

合
　

　
　

場
　

　
　

所
避

　
　

　
　

難
　

　
　

　
所

広
域

避
難

方
　

位

距 離 番 号

総 数

再
　

　
　

　
　

　
掲

名
　

　
称

所
 在

 地

収 容 能 力
（

人
）

避
難

方
法

避
　

難

経
　

路
名

　
称

所
 在

 地

収 容 能 力
（

人
）

避 難 方 法

避 難 所

０

～

５ 歳

６

～

18 歳

妊 産 婦

外 国 人

避
難

行

動
要

支

援
　

者

名
　

　
称

所
 在

 地

収
　

容

能
　

力

（
人

）

南
７

高
　

　
台

１
 番

 
地

～

48
 番

 
地

13
5
番

地

～

19
1
番

地
23

4
番

地

～

31
0
番

地

24
1 

4
24

 
13

 
4
1 

4 
7 

21
 

第
二

中
学

校
（

教
室

）

岩
内

町
字

野
束

41
2,

51
7

第
二

中
学

校
（

体
育

館
）

岩
内

町
字

野
束

41
90

4
バ

ス 等
別

紙
図

２
に

よ
る

民
間

宿
 

泊
施

設
札

幌
市

バ
ス

等

国
 

が
 

決
 

定
 

し
 

た
 

避
 

難
 

先
 

市
 

町
 

村
 

の
 

避
 

難
 

所

南
７

大
和

全
域

21
6 

37
2 

8 
22

 
4
 

0
 

38
 

老
人

福
祉

セ
ン

タ
ー

岩
内

町
字

清
住

16
6

57
2

老
人

福
祉

セ
ン

タ
ー

岩
内

町
字

清
住

16
6

57
2

バ
ス 等

別
紙

図
２

に
よ

る
民

間
宿

 
泊

施
設

札
幌

市
バ

ス
等

南
７

御
　

　
崎

１
 番

 
地

～

６
 番

 地

53
 

82
 

1 
5 

0 
0 

13
 

○
西

小
学

校（
教

室
）

岩
内

町
字

野
束

17
2-

１
2,

69
9

西
小

学
校

（
体

育
館

）

岩
内

町
字

野
束

17
2-

１
88

5
バ

ス 等
別

紙
図

２
に

よ
る

民
間

宿
 

泊
施

設
札

幌
市

バ
ス

等

南
７

御
　

　
崎

７
 番

 地 ～

31
 番

 地

18
0 

26
4 

1 
7 

2 
21

 
35

 
○

西
小

学
校（

教
室

）

岩
内

町
字

野
束

17
2-

１
2,

69
9

西
小

学
校

（
体

育
館

）

岩
内

町
字

野
束

17
2-

１
88

5
バ

ス 等
別

紙
図

２
に

よ
る

民
間

宿
 

泊
施

設
札

幌
市

バ
ス

等

南
７

清
　

　
住

１
 番

 地 ～

６
 番

 地
39

 番
 地 ～

69
 番

 地
13

8
番

地

～

23
0
番

地

22
1 

37
0 

4 
33

 
1 

1 
44

 
○

西
小

学
校（

教
室

）

岩
内

町
字

野
束

17
2-

１
2,

69
9

西
小

学
校

（
体

育
館

）

岩
内

町
字

野
束

17
2-

１
88

5
バ

ス 等
別

紙
図

２
に

よ
る

民
間

宿
 

泊
施

設
札

幌
市

バ
ス

等

南
７

清
　

　
住

７
 番

 地 ～

38
 番

 地
70

 番
 地 ～

13
7
番

地
23

1
番

地

～

26
2
番

地

13
4 

21
4 

3 
10

 
1 

6 
16

働
く

婦
人

の
家

岩
内

町
字

高
台

6
31

8
働

く
婦

人
の

家
岩

内
町

字
高

台
6

31
8

バ
ス 等

別
紙

図
２

に
よ

る
民

間
宿

 
泊

施
設

札
幌

市
バ

ス
等
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※
1：

放
射

線
防

護
施

設
又

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
建

物
へ

の
屋

内
退

避
を

行
う

場
合

の
施

設
で

、
放

射
線

防
護

施
設

の
場

合
は

、
名

称
の

前
に

○
を

記
載

す
る

。

�
備

考
 ：

 世
帯

人
口

及
び

収
容

能
力

に
つ

い
て

は
、

令
和

５
年

12
月

31
日

現
在

の
も

の
で

あ
る

。

位
　

　
置

集
 
落

 名

世
　

　
　

　
帯

　
　

　
　

人
　

　
　

　
口

コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
物
等
屋
内
退
避

※
1

避
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
難

世 帯 数

人
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
口

退
　

　
避

　
　

場
　

　
所

（
退

避
集

合
場

所
）

集
　

　
　

合
　

　
　

場
　

　
　

所
避

　
　

　
　

難
　

　
　

　
所

広
域

避
難

方
　

位

距 離 番 号

総 数

再
　

　
　

　
　

　
掲

名
　

　
称

所
 在

 地

収 容 能 力
（

人
）

避
難

方
法

避
　

難

経
　

路
名

　
称

所
 在

 地

収 容 能 力
（

人
）

避 難 方 法

避 難 所

０

～

５ 歳

６

～

18 歳

妊 産 婦

外 国 人

避
難

行

動
要

支

援
　

者

名
　

　
称

所
 在

 地

収
　

容

能
　

力

（
人

）

南
７

相
　

　
生

１
 番

 
地

～

61
 番

 
地

11
5
番

地

～

18
7
番

地
20

9
番

地

～

31
2
番

地

56
4 

1,
08

3 
20

 
12

7 
4 

1 
64

 
第

二
中

学
校

（
教

室
）

岩
内

町
字

野
束

41
2,

51
7

第
二

中
学

校
（

体
育

館
）

岩
内

町
字

野
束

41
90

4
バ

ス 等
別

紙
図

２
に

よ
る

民
間

宿
 

泊
施

設
札

幌
市

バ
ス

等

国
 

が
 

決
 

定
 

し
 

た
 

避
 

難
 

先
 

市
 

町
 

村
 

の
 

避
 

難
 

所

南
７

相
　

　
生

62
 番

 地 ～

11
4
番

地
18

8
番

地

～

20
8
番

地
31

3
番

地

～

32
4
番

地

14
3 

23
6 

3 
19

 
1 

6 
18

 
い

わ
な

い
 

西
保

育
所

岩
内

町
字

相
生

12
-

13
37

9
い

わ
な

い
 

西
保

育
所

岩
内

町
字

相
生

12
-

13
37

9
バ

ス 等
別

紙
図

２
に

よ
る

民
間

宿
 

泊
施

設
札

幌
市

バ
ス

等

南
７

宮
　

　
園

１
 番

 地 ～

25
6
番

地

82
1 

1,
38

9 
45

 
1
32

 
6
 

8
 

13
2 

岩
内

高
等

学
校

（
教

室
）

岩
内

町
字

宮
園

43
-1

2,
81

4
岩

内
高

等
学

校
（

体
育

館
）

岩
内

町
字

宮
園

43
-1

1,
10

0
バ

ス 等
別

紙
図

２
に

よ
る

民
間

宿
 

泊
施

設
札

幌
市

バ
ス

等

南
７

宮
　

　
園

25
7
番

地

～

39
3
番

地

94
 

17
7 

4 
15

 
0 

0
7 

第
一

中
学

校
（

教
室

）

岩
内

町
字

宮
園

31
3-

20
1,

98
2

第
一

中
学

校
（

体
育

館
）

岩
内

町
字

宮
園

31
3-

20
73

2
バ

ス 等
別

紙
図

２
に

よ
る

民
間

宿
 

泊
施

設
札

幌
市

バ
ス

等

南
７

岩
　

　
内

厚
生

園
（

入
所

者
）

33
 

48
 

13
 

35
 

0
 

0
 

0 
岩

内
厚

生
園

岩
内

町
字

宮
園

1-
2

55
岩

内
厚

生
園

岩
内

町
字

宮
園

1-
2

55
バ

ス 等

施
設

避
難

計
画

に
よ

る

施
設

避
難

計
画

に
よ

る

施
設

避
難

計
画

に
よ

る

施
設
避

難
計
画

に
よ
る

バ
ス

等

南
７

野
　

　
束

　
西

小
学

校
グ

ラ
ン

ド
付

近
よ

り
海

 岸
 部

23
9 

44
6 

11
 

39
 

2
 

1
 

38
 

○
西

小
学

校（
教

室
）

岩
内

町
字

野
束

17
2-

１
2,

69
9

西
小

学
校

（
体

育
館

）

岩
内

町
字

野
束

17
2-

１
88

5
バ

ス 等
別

紙
図

２
に

よ
る

民
間

宿
 

泊
施

設
札

幌
市

バ
ス

等

南
８

野
　

　
束

　
岩

内
町

墓
園

及
び

第
二

中
学

校
よ

り
東

側
で

農
免

農
道

 よ
 り

北
　

　
側

22
4 

38
7 

8 
44

 
1
 

1
 

28
 

第
二

中
学

校
（

教
室

）

岩
内

町
字

野
束

41
2,

51
7

第
二

中
学

校
（

体
育

館
）

岩
内

町
字

野
束

41
90

4
バ

ス 等
別

紙
図

２
に

よ
る

民
間

宿
 

泊
施

設
札

幌
市

バ
ス

等
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放
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線
防

護
施

設
又

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
建

物
へ

の
屋

内
退

避
を

行
う

場
合

の
施

設
で

、
放

射
線

防
護

施
設

の
場

合
は

、
名

称
の

前
に

○
を

記
載

す
る

。

�
備

考
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 世
帯

人
口

及
び

収
容

能
力

に
つ

い
て

は
、

令
和

５
年

12
月

31
日

現
在

の
も

の
で

あ
る

。

位
　

　
置

集
 
落

 名

世
　

　
　

　
帯

　
　

　
　

人
　

　
　

　
口

コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
物
等
屋
内
退
避

※
1

避
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
難

世 帯 数

人
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
口

退
　

　
避

　
　

場
　

　
所

（
退

避
集

合
場

所
）

集
　

　
　

合
　

　
　

場
　

　
　

所
避

　
　

　
　

難
　

　
　

　
所

広
域

避
難

方
　

位

距 離 番 号

総 数

再
　

　
　

　
　

　
掲

名
　

　
称

所
 在

 地

収 容 能 力
（

人
）

避
難

方
法

避
　

難

経
　

路
名

　
称

所
 在

 地

収 容 能 力
（

人
）

避 難 方 法

避 難 所

０

～

５ 歳

６

～

18 歳

妊 産 婦

外 国 人

避
難

行

動
要

支

援
　

者

名
　

　
称

所
 在

 地

収
　

容

能
　

力

（
人

）

南
９

野
　

　
束

農
免

農
道

よ
り

北
側

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

東
側

付
　

　
近

81
 

1
47

 
4 

1
0 

1 
1
6 

4 
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー

岩
内

町
字

野
束

69
-

35
21

3
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー

岩
内

町
字

野
束

69
-

35
21

3
バ

ス 等
別

紙
図

２
に

よ
る

民
間

宿
 

泊
施

設
札

幌
市

バ
ス

等

国
 

が
 

決
 

定
 

し
 

た
 

避
 

難
 

先
 

市
 

町
 

村
 

の
 

避
 

難
 

所

南
10

野
　

　
束

農
免

農
道

よ
り

南
側

96
 

14
5 

0 
6
 

0
 

14
 

5 
い

わ
な

い
 

高
原

ホ
テ

ル

岩
内

町
字

野
束

50
5

1,
12

4
い

わ
な

い
 

高
原

ホ
テ

ル

岩
内

町
字

野
束

50
5

1,
12

4
バ

ス 等
別

紙
図

２
に

よ
る

民
間

宿
 

泊
施

設
札

幌
市

バ
ス

等

南
８

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
 

ホ
ー

ム
岩

内
（

入
所

者
）

8
4 

8
7 

0 
0
 

0
 

0
 

0 
○

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ホ
 

ー
ム

岩
内

岩
内

町
字

野
束

69
-

26
15

0
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ホ

ー
ム

岩
内

岩
内

町
字

野
束

69
-

26
15

0
バ

ス 等

施
設

避
難

計
画

に
よ

る

施
設

避
難

計
画

に
よ

る

施
設

避
難

計
画

に
よ

る

施
設
避

難
計
画

に
よ
る

バ
ス

等

南
南

西
８

敷
 島

 内

八
千

代
の

沢
バ

ス
停

よ
り

東
側

72
 

12
0 

4 
4 

1 
3

10
 

○
西

小
学

校（
教

室
）

岩
内

町
字

野
束

17
2-

１
2,

69
9

西
小

学
校

（
体

育
館

）

岩
内

町
字

野
束

17
2-

１
88

5
バ

ス 等
別

紙
図

２
に

よ
る

民
間

宿
 

泊
施

設
札

幌
市

バ
ス

等

南
南

西
９

敷
 島

 内

八
千

代
の

沢
バ

ス
停

よ
り

西
側

28
 

46
 

1
 

2 
1 

0 
1 

○
西

小
学

校（
教

室
）

岩
内

町
字

野
束

17
2-

１
2,

69
9

西
小

学
校

（
体

育
館

）

岩
内

町
字

野
束

17
2-

１
88

5
バ

ス 等
別

紙
図

２
に

よ
る

民
間

宿
 

泊
施

設
札

幌
市

バ
ス

等

南
10

岩
内

あ
け

 
ぼ

の
学

園
（

入
所

者
）

50
 

51
 

0
 

0 
0 

0 
0 

○
岩

内
あ

け
ぼ

の
学

園

岩
内

町
字

野
束

21
0

10
0

岩
内

あ
け

ぼ
の

学
園

岩
内

町
字

野
束

21
0

10
0

バ
ス 等

施
設

避
難

計
画

に
よ

る

施
設

避
難

計
画

に
よ

る

施
設

避
難

計
画

に
よ

る

施
設
避

難
計
画

に
よ
る

バ
ス

等

全
町

合
計

（
累

計
）

6,
40

2 
11

,0
97

 
28

7 
99

9 
5
4 

11
2 

92
9 

18
,2

48
10

,0
90
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４
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１
－
２
　
　
　
放
射
線
防
護
施
設
又
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
物
へ
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内
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避
及
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避
難
に
関
す
る
資
料
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）�
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神
恵
内
村
）
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線
防

護
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設
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は
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ン
ク

リ
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ト
建
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へ
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屋

内
退

避
を

行
う

場
合

の
施

設
で

、
放

射
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防
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施
設

の
場

合
は
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名

称
の

前
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○
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す
る

。

�
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令
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月

31
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現
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も

の
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あ
る

。

位
　

　
置

集
 
落

 名

世
　

　
　

　
帯

　
　

　
　

人
　

　
　

　
口

コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
物
等
屋
内
退
避

※
1

避
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
難

世 帯 数
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退
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所

（
退

避
集

合
場

所
）

集
　

　
　

合
　

　
　

場
　

　
　

所
避

　
　

　
　

難
　

　
　

　
所

広
域

避
難

方
　

位

距 離 番 号

総 数

再
　

　
　

　
　

　
掲

名
　

　
称

所
 在

 地

収 容 能 力
（

人
）

避
難

方
法

避
　

難

経
　

路
名
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表４－２　　避難所責任者及び避難誘導責任者� （泊　　村）

備考：対象地区人口については、令和５年12月31日現在のものである。

方　位
距離
番号
㎞

集 合 場 所 
 ・ 避 難 先

電話番号
給　食
施設の
有　無

対　象　地　区
対象地
区人口

避難所責任者 避難誘導責任者

北北西

１

渋井地区集会所
0135-
75-2733

有 渋 井

4
議 会 事 務 局
主 任

２ 20

東南東 ２ 堀株地区集会所
0135-
75-2717

有 堀 株 124
総 務 課
総 務 係 長

北北西 ２ 泊 中 学 校
0135-
75-2203

有 渋井・滝の澗 204
教 育 委 員 会
管 理 課 長 補 佐

北 ３
泊 村 総 合
福祉センター

0135-
65-2277

有

茅 沼
〔10　 地 　域〕

30

健康支援課主幹
茅 沼
〔炭 鉱 地 域〕

96

北 ３
老 人 ホ ー ム
む つ み 荘

0135-
65-2255

有
茅 沼
老人ホームむ
つみ荘入荘者

79 住民福祉課係長

北北西 ３ 茅沼地区集会所
0135-
75-2004

有

茅 沼
〔10　 地 　域〕

56

財 政 課 長 補 佐
茅 沼
〔11　 地 　域〕

81

茅 沼
〔炭 鉱 地 域〕

3

北北西 ３ 泊 村 公 民 館
0135-
75-3258

有

茅 沼
〔10　 地 　域〕

8
教 育 委 員 会
社 会 教 育 係臼 別

〔山の上地域〕
79

北北西 ４ 臼別地区集会所
0135-
75-2351

有
臼 別
〔山の下地域〕

65
住 民 福 祉 課
住 民 係

北北西 ４
泊 村 ア イ ス
セ ン タ ー

0135-
65-2578

無

泊
〔１   地   域〕

38
泊 村 ア イ ス
セ ン タ ー 職 員臼 別

〔９   地   域〕
1

北北西 ４ 泊地区集会所
0135-
75-4150

有
泊

〔２   地   域〕
84

地 籍 調 査 室
地 籍 係

北北西

４
照 岸 ･ 糸 泊
地 区 集 会 所

0135-
75-3758

有

泊
〔３   地   域〕

30
産 業 課
農 林 観 光 係 長

５
泊

〔３地域､照岸地域〕
190

北北西

８

泊 小 学 校
0135-
75-2003

無

盃
〔５・６地域〕

84
教 育 委 員 会
総 務 係

９
盃

〔６   地   域〕
39

北北西

９

盃地区集会所
0135-
75-2302

有

興 志 内
〔７・８地域〕

113

建 設 水 道 課
下 水 道 係 長

10

興 志 内
〔興志内地域〕

19

興 志 内
〔茂 岩 地 域〕

17
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� （泊　　村）

備考：対象地区人口については、令和５年12月31日現在のものである。

方　位
距離
番号
㎞

集 合 場 所 
 ・ 避 難 先

電話番号
給　食
施設の
有　無

対　象　地　区
対象地
区人口

避難所責任者 避難誘導責任者

黒 松 内 町 有
茅 沼
老人ホームむ
つみ荘入荘者

〔79〕住民福祉課主幹 住民福祉課主幹

札 幌 市 南 区 有

渋 井 〔24〕

会 計 管 理 者

議会事務局主任

堀 株 〔124〕
総 務 課
総 務 係 長

渋井・滝の澗 〔204〕
教 育 委 員 会
管 理 課 長 補 佐

茅 沼
〔10   地   域〕

〔30〕

健康支援課主幹

茅 沼
〔炭 鉱 地 域〕

〔96〕

茅 沼
〔10･11･炭鉱地域〕

〔140〕 財 政 課 長 補 佐

茅 沼
〔10   地   域〕

〔8〕

教 育 委 員 会
社 会 教 育 係

臼 別
〔山の上地域〕

〔79〕

臼 別
〔山の下地域〕

〔65〕
住 民 福 祉 課
住 民 係

泊
〔１   地   域〕

〔38〕

泊 村 ア イ ス
セ ン タ ー 職 員

臼 別
〔９   地   域〕

〔1〕

泊
〔２   地   域〕

〔84〕
地 籍 調 査 室
地 籍 係

泊
〔３地域､照岸地域〕

〔220〕
産 業 課
農 林 観 光 係 長

盃
〔５・６地域〕

〔123〕
教 育 委 員 会
総 務 係

興 志 内
〔７・８地域〕

〔113〕

建 設 水 道 課
下 水 道 係 長

興 志 内
〔興志内・茂岩地域〕

〔36〕

13　　施　　設 1,464
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� （共 和 町）

備考：対象地区人口については、令和５年12月31日現在のものである。

方　位
距離
番号
㎞

集 合 場 所 
 ・ 避 難 先

電話番号
給　食
施設の
有　無

対　象　地　区
対象地
区人口

避難所責任者 避難誘導責任者

東 ３ 北 電 体 育 館
0135-
74-3403

有
北 電 社 宅 会･
柏 木

538
生 涯 学 習 課 長 
建 築 係 長

東 ４ 宮丘地区寿の家
0135-
74-3856

有
宮 丘 
（旧一・旧三東）

69 農 業 振 興 係 長

東南東 ４ 北 辰 小 学 校
0135-
74-3324

有 宮 丘（ 旧 一 ） 22
産 業 課 主 幹 
環境整備課主幹

東北東 ５
ビ シ ャ ム
ナ イ 会 館

0135-
74-3874

有 宮 丘（ 旧 二 ） 63 商 工 観 光 係 長

東南東 ５
発足コミュニ
ティセンター

有 ヤ チ ナ イ 142 農 村 整 備 係 長

南　東 ５
は ま な す
幼児センター

0135-
74-3900

有
下 梨 野 舞 納･
安 達・ 松 里

300 土 木 係 長

東南東 ６
発 足 克 雪
管理センター

0135-
74-3001

有
リ 中 ･
発足リヤムナイ

182 医 療 年 金 係 長

南南東 ７
西 部 住 民 
セ ン タ ー

0135-
62-8932

有 上 梨 野 舞 納 179 前田出張所専門員

東 ７ リ ３ 会 館 有 発足リヤムナイ 21 車 輌 長

南南東 ７ 西 陵 小 学 校
0135-
62-5675

有
上梨浜中･上梨太平
あけぼの全域･
発美・老古美

1,357 福 祉 介 護 係 長

南　東 ８ 神 水 会 館 有 神 水 73 道の駅推進係長

南　東 ８
中 央 幼 児
セ ン タ ー

0135-
73-2116

有

起 業 社 ・ 
起業社新興・宮園・ 
前中東・前中西･ 
前中北・学田・ 
大谷地・旭・睦

546 農 政 係 長

南　東 ８ 前田地区寿の家 有 岩 崎 88 水 道 管 理 係 長

南南東 ８ 老 古 美 会 館 有 老 古 美 63 給食センター所長

南　東 ９
幌似構造改善
セ ン タ ー

0135-
73-2579

有 神 水・ 幌 似 79 （水道管理係長）

南　東 10 かかし古里館
0135-
73-2617

有
幌中・中ノ川･
上 中 南

149 （生涯学習課長）

南南東 10 西老古美会館
0135-
62-6429

有 西 老 古 美 56 管理課総務係長

南　東 11
共 和 町 生 涯
学習センター

0135-
73-2058

有
幌似・幌駅中･
清里全域・御手作場

619 学 校 教 育 係 長

南南東 11 学 田 会 館 有 学 田 43 （ 産 業 課 主 幹 ）

南　東 12 共 和 中 学 校
0135-
73-2333

有 中 学 校 前 6 （農村整備係長）

東南東 13 東 陽 小 学 校
0135-
72-1163

有
新成・本村全域･
住鉱国富社宅会

449 (農 政 係 長)

東南東 13
国 富 地 区
防災センター

有
新成・下平９号・ 
セ ト セ

71 生 涯 学 習 係 長

東南東 16
小 沢 地 区
住民センター

0135-
72-1833

有
小 沢 ７ ・
下 平 10 号

90
(小沢出張所専門員) 
(農業振興係長)

東南東 16 小 沢 体 育 館
0135-
72-1864

有 小 沢 ・ 中 平 189 （給食センター所長）

東南東 18 ワ イ ス 温 泉
0135-
72-1170

有
ワイス・東ヤエ・
西 ヤ エ

52 生 活 安 全 係 長
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� （共 和 町）

備考：対象地区人口については、令和５年12月31日現在のものである。

方　位
距離
番号
㎞

集 合 場 所 
 ・ 避 難 先

電話番号
給　食
施設の
有　無

対　象　地　区
対象地
区人口

避難所責任者 避難誘導責任者

留 寿 都 村・
洞 爺 湖 温 泉

有

北 電 社 宅 会･
柏 木

〔538〕

教 育 長

議 会 事 務 局 長

生 涯 学 習 課 長 
建 築 係 長

宮 丘 
（旧一・旧三東）

〔69〕 農 業 振 興 係 長

宮 丘（ 旧 一 ） 〔22〕
産 業 課 主 幹
環境整備課主幹

宮 丘（ 旧 二 ） 〔63〕 商 工 観 光 係 長

ヤ チ ナ イ 〔142〕 農 村 整 備 係 長

下 梨 野 舞 納・
安 達・ 松 里

〔300〕 土 木 係 長

リ 中 ･
発足リヤムナイ

〔182〕 医 療 年 金 係 長

上 梨 野 舞 納 〔179〕 前田出張所専門員

発足リヤムナイ 〔21〕 車 輌 長

上梨浜中･上梨太平
あけぼの全域
発美・老古美

〔1,357〕 福 祉 介 護 係 長

神 水 〔73〕 道の駅推進係長

起 業 社 ・ 
起業社新興・宮園・ 
前中東・前中西・ 
前中北・学田・ 
大谷地・旭・睦

〔546〕 農 政 係 長

岩 崎 〔88〕 水 道 管 理 係 長

老 古 美 〔63〕 給食センター所長

神 水・ 幌 似 〔79〕 （水道管理係長）

幌中・中ノ川・
上 中 南

〔149〕 （生涯学習課長）

西 老 古 美 〔56〕 管理課総務係長

幌似・幌駅中・
清里全域・御手作場

〔619〕 学 校 教 育 係 長

学 田 〔43〕 （ 産 業 課 主 幹 ）

中 学 校 前 〔6〕 （農村整備係長）

新成・本村全域・
住鉱国富社宅会

〔449〕
(前田出張所長) 
(農 政 係 長)

新成・下平９号・ 
セ ト セ

〔71〕 生 涯 学 習 係 長

小 沢 ７ ・
下 平 10 号

〔90〕
(小沢出張所専門員) 
(農業振興係長)

小 沢 ・ 中 平 〔189〕 （給食センター所長）

ワイス・東ヤエ・
西 ヤ エ

〔52〕 （生活安全係長）

25　　施　　設 5,446
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� （岩 内 町）

備考：対象地区人口については、令和５年12月31日現在のものである。

方　位
距離
番号
㎞

集 合 場 所 
 ・ 避 難 先

電話番号
給　食
施設の
有　無

対　象　地　区
対象地
区人口

避難所責任者 避難誘導責任者

南 ７ 東 小 学 校
0135-
62-0246

有

東山１番地

� ～85番地
953

町 民 生 活 課 長

大浜１番地

� ～４番地

大浜53番地

� ～76番地

501

大浜14番地

� ～26番地
211

大浜10番地

� ～13番地

大浜27番地

� ～39番地

199

計 1,864

南 ７
い わ な い
東 保 育 所

0135-
62-7555

有

大浜５番地

� ～９番地

大浜40番地

� ～52番地

大浜77番地

� ～78番地

323
い わ な い 
東 保 育 所 長

南 ７
岩内地域人材
開発センター

0135-
62-2183

無
大浜79番地

� ～95番地
146

地場産業サポート 
セ ン タ ー 所 長

南 ７ 岩内高等学校
0135-
62-1445

有

万 代 全 域 502

経 営 管 理 課 長

高台49番地

� ～134番地

高台192番地

� ～233番地

高台311番地

� ～363番地

319

栄１番地

� ～153番地
307

宮園１番地

� ～256番地
1,389

計 2,517

南 ７
い わ な い
西 保 育 所

0135-
62-1162

有

相生62番地

� ～114番地

相生188番地

� ～208番地

相生313番地

� ～324番地

236
いわない西保育所 
主 任 保 育 士
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� （岩 内 町）

備考：対象地区人口については、令和５年12月31日現在のものである。

方　位
距離
番号
㎞

集 合 場 所 
 ・ 避 難 先

電話番号
給　食
施設の
有　無

対　象　地　区
対象地
区人口

避難所責任者 避難誘導責任者

南 ７ 西 小 学 校
0135-
62-0263

有

御崎１番地
� ～６番地

82

都 市 整 備 課 長

御崎７番地
� ～31番地

264

清住１番地
� ～６番地
清住39番地
� ～69番地
清住138番地
� ～230番地

370

野 束
　西小学校グラ
　ンド付近より
　海　 岸　 部

446

敷 島 内 全 域 166

計 1,328

南 ７
老 人 福 祉
セ ン タ ー

0135-
62-3328

有 大 和 全 域 372 議会事務局次長

南 ７ 働く婦人の家
0135-
62-7462

有

清住７番地
� ～38番地
清住70番地
� ～137番地
清住231番地
� ～262番地

214
観 光 経 済 課 
商 工 振 興 係 長

南 ８ 第 二 中 学 校
0135-
62-0289

有

高台１番地
� ～48番地
高台135番地
� ～191番地
高台234番地
� ～310番地

424

教 育 委 員 会 
子 ど も 未 来 課 
子育て支援係長

相生１番地
� ～61番地
相生115番地
� ～187番地
相生209番地
� ～312番地

1,083

野 　 束
　岩内町墓園及
　び第二中学校
　より東側で農
　免農道より北
　側　　　　　

387

計 1,894

南 ８ 第 一 中 学 校
0135-
62-0333

有

東山86番地
� ～185番地

631

水 産 農 林 課 長

栄154番地
� ～258番地

876

宮園257番地
� ～393番地

177

計 1,684
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� （岩 内 町）

備考：対象地区人口については、令和５年12月31日現在のものである。

方　位
距離
番号
㎞

集 合 場 所 
 ・ 避 難 先

電話番号
給　食
施設の
有　無

対　象　地　区
対象地
区人口

避難所責任者 避難誘導責任者

南 ９
デイサービス
セ ン タ ー

0135-
61-2046

有

野 　 束
　農免農道より
　北側デイサー
　ビスセンター
　東 側 付 近

147
長 寿 介 護 課 
介 護 保 険 係 長

南 10
い わ な い 
高 原 ホ テ ル

0135-
62-5101

有
野 束
　農免農道より
　南　　　　側

145 観 光 経 済 課 長

南 ７ 七福神恵比寿館
0135- 
62-2200

有
七福神恵比寿館 
（ 入 所 者 ）

41 施 設 長

南 ７ 岩 内 厚 生 園
0135- 
62-0729

有
岩 内 厚 生 園 

（ 入 所 者 ）
48 園 長

南 ８
コミュニティ
ホ ー ム 岩 内

0135 
62-3800

有
コミュニティ
ホ ー ム 岩 内
（ 入 所 者 ）

87 施 設 長

南 10
岩 内
あけぼの学園

0135-
62-9701

有
岩内あけぼの学園
（ 入 所 者 ）

51 園 長

札 幌 市 有

東山１番地
� ～85番地

〔953〕

教 育 長

町 民 生 活 課 長

大浜１番地
� ～４番地
大浜53番地
� ～76番地

〔501〕

大浜14番地
� ～26番地

〔211〕

大浜10番地
� ～13番地
大浜27番地
� ～39番地

〔199〕

大浜５番地
� ～９番地
大浜40番地
� ～52番地
大浜77番地
� ～78番地

〔323〕
い わ な い 
東 保 育 所 長

大浜79番地
� ～95番地

〔146〕
地場産業サポート 
セ ン タ ー 所 長

万 代 全 域 〔502〕

経 営 管 理 課 長

高台49番地
� ～134番地
高台192番地
� ～233番地
高台311番地
� ～363番地

〔319〕

栄１番地
� ～153番地

〔307〕

宮園１番地
� ～256番地

〔1,389〕
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� （岩 内 町）

備考：対象地区人口については、令和５年12月31日現在のものである。

方　位
距離
番号
㎞

集 合 場 所 
 ・ 避 難 先

電話番号
給　食
施設の
有　無

対　象　地　区
対象地
区人口

避難所責任者 避難誘導責任者

札 幌 市 有

相生62番地
� ～114番地
相生188番地
� ～208番地
相生313番地
� ～324番地

〔236〕

教 育 長

いわない西保育所 
主 任 保 育 士

御崎１番地
� ～６番地

〔82〕

都 市 整 備 課 長

御崎７番地
� ～31番地

〔264〕

清住１番地
� ～６番地
清住39番地
� ～69番地
清住138番地
� ～230番地

〔370〕

野 束
　西小学校グラ
　ンド付近より
　海　 岸　 部

〔446〕

敷 島 内 全 域 〔166〕

大 和 全 域 〔372〕 議会事務局次長

清住７番地
� ～38番地
清住70番地
� ～137番地
清住231番地
� ～262番地

〔214〕
観 光 経 済 課 
商 工 振 興 係 長

高台１番地
� ～48番地
高台135番地
� ～191番地
高台234番地
� ～310番地

〔424〕

教 育 委 員 会 
子ども未来課長

相生１番地
� ～61番地
相生115番地
� ～187番地
相生209番地
� ～312番地

〔1,083〕

野 　 束
　岩内町墓園及
　び第二中学校
　より東側で農
　免農道より北
　側　　　　　

〔387〕

東山86番地
� ～185番地 〔631〕

水 産 農 林 課 長栄154番地
� ～258番地 〔876〕

宮園257番地
� ～393番地 〔177〕

野 　 束
　農免農道より
　北側デイサー
　ビスセンター
　東 側 付 近

〔147〕
長 寿 介 護 課 
介 護 保 険 係 長

野 束
　農免農道より
　南　　　　側

〔145〕 観 光 経 済 課 長
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� （岩 内 町）

備考：対象地区人口については、令和５年12月31日現在のものである。

方　位
距離
番号
㎞

集 合 場 所 
 ・ 避 難 先

電話番号
給　食
施設の
有　無

対　象　地　区
対象地
区人口

避難所
責任者

避難誘導
責 任 者

施 設 避 難 
計画による

七福神恵比寿館
（ 入 所 者 ）

〔41〕
施 設 避 難 
計 画 に よ る

施 設 避 難 
計 画 に よ る

施 設 避 難 
計画による

岩 内 厚 生 園
（ 入 所 者 ）

〔48〕
施 設 避 難 
計 画 に よ る

施 設 避 難 
計 画 に よ る

施 設 避 難 
計画による

コミュニティ
ホ ー ム 岩 内
（ 入 所 者 ）

〔87〕
施 設 避 難 
計 画 に よ る

施 設 避 難 
計 画 に よ る

施 設 避 難 
計画による

岩内あけぼの学園
（ 入 所 者 ）

〔51〕
施 設 避 難 
計 画 に よ る

施 設 避 難 
計 画 に よ る

16　　施　　設 11,097
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� （神恵内村）

方　位
距離
番号
㎞

集 合 場 所 
 ・ 避 難 先

電話番号
給　食
施設の
有　無

対　象　地　区
対象地
区人口

避難所
責任者

避難誘導
責 任 者

北北西 14

神恵内村役場
0135-
76-5011

無
神 恵 内 
（ ６ ～ 10 班 ）

579

総 務 課 長

漁村センター
0135-
76-5672

有
神 恵 内

（１～５班・14班）
施 設 管 理 者

神恵内中学校
0135-
76-5301

有
神 恵 内
（ 11 ～ 13 班 ）

教育委員会次長

北北西 16

赤 石 集 会 所
0135-
76-5621

有

赤 石 地 区
（ １ 班 ）

39

商 工 観 光 係 長

北　西 17
赤 石 地 区
（ ２ 班 ）

45

北　西 23 珊 内 集 会 所
0135-
77-6248

有 珊 内 地 区 42 住 民 課 長

北　西 26
川白ふれあい
セ ン タ ー

0135-
77-6044

有 川 白 地 区 52 福 祉 係 長

札 幌 市 北 区 有

神 恵 内
（１～８班・14班）

〔579〕

避難誘導責任者

産 業 建 設 課 長

神 恵 内
（ ９ ～ 13 班 ）

教育委員会次長

赤 石 地 区
（ １ 班 ）

〔39〕

商 工 観 光 係 長
赤 石 地 区
（ ２ 班 ）

〔45〕

珊 内 地 区 〔42〕 住 民 課 長

川 白 地 区 〔52〕 福 祉 係 長

６　　施　　設 757

４ヶ町村合計 60施設 対象地区人口 18,764人

備考：対象地区人口については、令和５年12月31日現在のものである。
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図３　　その他避難経路
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【 岩内町 】
〈 基　本　避　難　経　路 〉

〈 そ　の　他　避　難　経　路 〉
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別添１
※当該資料は、原子力災害対策指針で定める「緊急事態区分を判断するＥＡＬの枠組み」であり、今後改定に合わ
　せて差し替えていくものである。なお、泊発電所１,２,３号機については、原子炉等規制法第43条の３の６第１
　項第４号の基準に適合するまでの間は、次の１に該当する。

緊急事態区分を判断するＥＡＬの枠組みについて

警　戒　事　態　を　判　断　す　る　Ｅ　Ａ　Ｌ 緊急事態区分に
おける措置の概要

体制構築や情報収

集を行い、住民防

護のための準備を

開始する。

①　使用済燃料貯蔵槽の水位を維持できないこと、又は当該貯蔵槽の水位を一定時間以上測定できない

こと。

②　当該原子力事業所所在市町村において、震度６弱以上の地震が発生した場合。

③　当該原子力事業所所在市町村沿岸を含む津波予報区において、大津波警報が発表された場合。

④　東海地震予知情報又は東海地震注意情報が発表された場合。

⑤　オンサイト総括が警戒を必要と認める当該原子炉施設の重要な故障等が発生した場合。

⑥　その他原子炉施設以外に起因する事象が原子炉施設に影響を及ぼすおそれがあることを認知した場

合など、委員長又は委員長代行が警戒本部の設置が必要と判断した場合。

１．実用発電用原子炉（東京電力ホールディングス株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設のうち、１号炉、２号炉、３号

炉及び４号炉を除く。）に係る原子炉の運転等のための施設（炉規法第43条の３の６第１項第４号の基準に適合しないもの

に限る。）であって、使用済燃料貯蔵槽内にのみ照射済燃料集合体が存在する施設であって、照射済燃料集合体が十分な期

間にわたり冷却されたものとして原子力規制委員会が定めたもの及び使用済燃料貯蔵槽内に照射済燃料集合体が存在しない

施設以外のもの。

（④に掲げるものについては、中部電力株式会社浜岡原子力発電所に設置される原子炉に係る原子炉の運転等のための施設に限る。）

施 設 敷 地 緊 急 事 態 を 判 断 す る Ｅ Ａ Ｌ 緊急事態区分に
おける措置の概要

ＰＡＺ内の住民等

の避難準備、及び

早期に実施が必要

な住民避難等の防

護措置を行う。

①　使用済燃料貯蔵槽の水位が照射済燃料集合体の頂部から上方２メートルの水位まで低下すること。

②　原子力事業所の区域の境界付近等において原災法第10条に基づく通報の判断基準として政令等で定

める基準以上の放射線量又は放射性物質が検出された場合（事業所外運搬に係る場合を除く。）。

③　その他原子炉施設以外に起因する事象が原子炉施設に影響を及ぼすおそれがあること等放射性物質

又は放射線が原子力事業所外へ放出され、又は放出されるおそれがあり、原子力事業所周辺において、

緊急事態に備えた防護措置の準備及び防護措置の一部の実施を開始する必要がある事象が発生するこ

と。

全 面 緊 急 事 態 を 判 断 す る Ｅ Ａ Ｌ 緊急事態区分に
おける措置の概要

ＰＡＺ内の住民避

難等の防護措置を

行うとともに、Ｕ

ＰＺ及び必要に応

じてそれ以遠の周

辺地域において、

放射性物質放出後

の防護措置実施に

備えた準備を開始

する。放射性物質

放出後は、計測さ

れる空間放射線量

率などに基づく防

護措置を実施する。

①　使用済燃料貯蔵槽の水位が照射済燃料集合体の頂部の水位まで低下すること。

②　原子力事業所の区域の境界付近等において原災法第15条に基づく緊急事態宣言の判断基準として政

令等で定める基準以上の放射線量又は放射性物質が検出された場合（事業所外運搬に係る場合を除

く。）。

③　その他原子炉施設以外に起因する事象が原子炉施設に影響を及ぼすおそれがあること等放射性物質

又は放射線が異常な水準で原子力事業所外へ放出され、又は放出されるおそれがあり、原子力事業所

周辺の住民の避難を開始する必要がある事象が発生すること。
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２．加圧水型軽水炉（実用発電用のものに限る。）に係る原子炉の運転等のための施設（当該施設が炉規法第43条の３の６第

１項第４号の基準に適合しない場合又は原子炉容器内に照射済燃料集合体が存在しない場合を除く。）

警 戒 事 態 を 判 断 す る Ｅ Ａ Ｌ 緊急事態区分に
おける措置の概要

体制構築や情報収

集を行い、住民防

護のための準備を

開始する。

①　原子炉の運転中に原子炉保護回路の１チャンネルから原子炉停止信号が発信され、その状態が一定
時間継続された場合において、当該原子炉停止信号が発信された原因を特定できないこと、又は原子
炉の非常停止が必要な場合において、原子炉制御室からの制御棒の挿入操作により原子炉を停止する
ことができないこと、若しくは停止したことを確認することができないこと。

②　原子炉の運転中に保安規定で定められた数値を超える原子炉冷却材の漏えいが起こり、定められた
時間内に定められた措置を実施できないこと、又は原子炉の運転中に非常用炉心冷却装置の作動を必
要とする原子炉冷却材の漏えいが発生すること。

③　原子炉の運転中に蒸気発生器への全ての主給水が停止した場合において、電動補助給水ポンプ又は
タービン動補助給水ポンプによる給水機能が喪失すること。

④　非常用交流母線が一となった場合において当該非常用交流母線に電気を供給する電源が一となる状
態が15分間以上継続すること、全ての非常用交流母線からの電気の供給が停止すること、又は外部電
源喪失が３時間以上継続すること。

⑤　原子炉の停止中に当該原子炉から残留熱を除去する機能の一部が喪失すること。
⑥　使用済燃料貯蔵槽の水位が一定の水位まで低下すること。
⑦　原子炉制御室及び原子炉制御室外操作盤室からの原子炉の運転や制御に影響を及ぼす可能性が生じ
ること。

⑧　原子力事業所内の通信のための設備又は原子力事業所内と原子力事業所外との通信のための設備の
一部の機能が喪失すること。

⑨　重要区域において、火災又は溢水が発生し、安全機器等の機能の一部が喪失するおそれがあること。
⑩　燃料被覆管障壁若しくは原子炉冷却系障壁が喪失するおそれがあること、又は、燃料被覆管障壁若
しくは原子炉冷却系障壁が喪失すること。

⑪　当該原子力事業所所在市町村において、震度６弱以上の地震が発生した場合。
⑫　当該原子力事業所所在市町村沿岸を含む津波予報区において、大津波警報が発表された場合。
⑬　オンサイト総括が警戒を必要と認める当該原子炉施設の重要な故障等が発生した場合。
⑭　当該原子炉施設において新規制基準で定める設計基準を超える外部事象が発生した場合（竜巻、洪
水、台風、火山等）。

⑮　その他原子炉施設以外に起因する事象が原子炉施設に影響を及ぼすおそれがあることを認知した場
合など委員長又は委員長代行が警戒本部の設置が必要と判断した場合。

施 設 敷 地 緊 急 事 態 を 判 断 す る Ｅ Ａ Ｌ 緊急事態区分に
おける措置の概要

ＰＡＺ内の住民等

の避難準備、及び

早期に実施が必要

な住民避難等の防

護措置を行う。

①　原子炉の運転中に非常用炉心冷却装置の作動を必要とする原子炉冷却材の漏えいが発生した場合に
おいて、非常用炉心冷却装置及びこれと同等の機能を有する設備のうち当該原子炉へ高圧又は低圧で
注水するもののいずれかによる注水が直ちにできないこと。

②　原子炉の運転中に蒸気発生器への全ての給水機能が喪失すること。
③　全ての非常用交流母線からの電気の供給が停止し、かつ、その状態が30分間以上継続すること。
④　非常用直流母線が一となった場合において、当該直流母線に電気を供給する電源が一となる状態が
５分間以上継続すること。

⑤　原子炉の停止中に当該原子炉から残留熱を除去する機能が喪失すること。
⑥　使用済燃料貯蔵槽の水位を維持できないこと、又は当該貯蔵槽の水位を維持できていないおそれが
ある場合において、当該貯蔵槽の水位を測定できないこと。

⑦　原子炉制御室及び原子炉制御室外操作盤室の環境が悪化することにより原子炉の制御に支障が生じ
ること、又は原子炉若しくは使用済燃料貯蔵槽に異常が発生した場合において、原子炉制御室に設置
する原子炉施設の状態を表示する装置若しくは原子炉施設の異常を表示する警報装置の機能の一部が
喪失すること。

⑧　原子力事業所内の通信のための設備又は原子力事業所内と原子力事業所外との通信のための設備の
全ての機能が喪失すること。

⑨　火災又は溢水が発生し、安全機器等の機能の一部が喪失すること。
⑩　原子炉格納容器内の圧力又は温度の上昇率が一定時間にわたって通常の運転及び停止中において想
定される上昇率を超えること。

⑪　炉心の損傷が発生していない場合において、原子炉格納容器圧力逃がし装置を使用すること。
⑫　燃料被覆管の障壁が喪失した場合において原子炉冷却系の障壁が喪失するおそれがあること、燃料
被覆管の障壁及び原子炉冷却系の障壁が喪失するおそれがあること、又は燃料被覆管の障壁若しくは
原子炉冷却系の障壁が喪失するおそれがある場合において原子炉格納容器の障壁が喪失すること。

⑬　原子力事業所の区域の境界付近等において原災法第10条に基づく通報の判断基準として政令等で定
める基準以上の放射線量又は放射性物質が検出された場合（事業所外運搬に係る場合を除く。）。

⑭　その他原子炉施設以外に起因する事象が原子炉施設に影響を及ぼすおそれがあること等放射性物質
又は放射線が原子力事業所外へ放出され、又は放出されるおそれがあり、原子力事業所周辺において、
緊急事態に備えた防護措置の準備及び防護措置の一部の実施を開始する必要がある事象が発生するこ
と。
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全 面 緊 急 事 態 を 判 断 す る Ｅ Ａ Ｌ 緊急事態区分に
おける措置の概要

ＰＡＺ内の住民避

難等の防護措置を

行うとともに、Ｕ

ＰＺ及び必要に応

じてそれ以遠の周

辺地域において、

放射性物質放出後

の防護措置実施に

備えた準備を開始

する。放射性物質

放出後は、計測さ

れる空間放射線量

率などに基づく防

護措置を実施する。

①　原子炉の非常停止が必要な場合において、全ての停止操作により原子炉を停止することができない

こと、又は停止したことを確認することができないこと。

②　原子炉の運転中に非常用炉心冷却装置の作動を必要とする原子炉冷却材の漏えいが発生した場合に

おいて、全ての非常用炉心冷却装置及びこれと同等の機能を有する設備による注水が直ちにできない

こと。

③　原子炉の運転中に蒸気発生器への全ての給水機能が喪失した場合において、全ての非常用炉心冷却

装置及びこれと同等の機能を有する設備による注水が直ちにできないこと。

④　原子炉格納容器内の圧力又は温度が当該格納容器の設計上の最高使用圧力又は最高使用温度に達す

ること。

⑤　全ての交流母線からの電気の供給が停止し、かつ、その状態が１時間以上継続すること。

⑥　全ての非常用直流母線からの電気の供給が停止し、かつ、その状態が５分間以上継続すること。

⑦　炉心の損傷の発生を示す原子炉格納容器内の放射線量又は原子炉容器内の出口温度を検知するこ

と。

⑧　蒸気発生器の検査その他の目的で一時的に原子炉容器の水位を下げた状態で、当該原子炉から残留

熱を除去する機能が喪失し、かつ、燃料取替用水貯蔵槽からの注水ができないこと。

⑨　使用済燃料貯蔵槽の水位が照射済燃料集合体の頂部から上方２メートルの水位まで低下すること、

又は当該水位まで低下しているおそれがある場合において、当該貯蔵槽の水位を測定できないこと。

⑩　原子炉制御室及び原子炉制御室外操作盤室が使用できなくなることにより原子炉を停止する機能及

び冷温停止状態を維持する機能が喪失すること、又は原子炉若しくは使用済燃料貯蔵槽に異常が発生

した場合において、原子炉制御室に設置する原子炉施設の状態を表示する装置若しくは原子炉施設の

異常を表示する警報装置の全ての機能が喪失すること。

⑪　燃料被覆管の障壁及び原子炉冷却系の障壁が喪失した場合において、原子炉格納容器の障壁が喪失

するおそれがあること。

⑫　原子力事業所の区域の境界付近等において原災法第15条に基づく緊急事態宣言の判断基準として政

令等で定める基準以上の放射線量又は放射性物質が検出された場合（事業所外運搬に係る場合を除

く。）。

⑬　その他原子炉施設以外に起因する事象が原子炉施設に影響を及ぼすこと等放射性物質又は放射線が

異常な水準で原子力事業所外へ放出され、又は放出されるおそれがあり、原子力事業所周辺の住民の

避難を開始する必要がある事象が発生すること。
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ＯＩＬと防護措置について

※１「初期設定値」とは緊急事態当初に用いるＯＩＬの値であり、地上沈着した放射性核種組成が明確になった時点で必要な場合にはＯＩＬ

の初期設定値は改定される。

※２　本値は地上１ｍで計測した場合の空間放射線量率である。実際の適用に当たっては、空間放射線量率計測機器の設置場所における線量

率と地上１ｍでの線量率との差異を考慮して、判断基準の値を補正する必要がある。 ＯＩＬ１については緊急時モニタリングにより得

られた空間放射線量率（１時間値）がＯＩＬ１の基準値を超えた場合、 ＯＩＬ２については、空間放射線量率の時間的・空間的な変化

を参照しつつ、緊急時モニタリングにより得られた空間放射線量率（１時間値）がＯＩＬ２の基準値を超えたときから起算しておおむ

ね１日が経過した時点の空間放射線量率（１時間値）がＯＩＬ２の基準値を超えた場合に、防護措置の実施が必要であると判断する。

※３　我が国において広く用いられているβ線の入射窓面積が20㎠の検出器を利用した場合の計数率であり、表面汚染密度は約120Bq/㎠相当

となる。

　　　他の計測器を使用して測定する場合には、この表面汚染密度より入射窓面積や検出効率を勘案した計数率を求める必要がある。

※４　※３と同様、表面汚染密度は約40Bq/㎠相当となり、計測器の仕様が異なる場合には、計数率の換算が必要である。

※５　「地域生産物」とは、放出された放射性物質により直接汚染される野外で生産された食品であって、数週間以内に消費されるもの（例

えば野菜、該当地域の牧草を食べた牛の乳）をいう。

※６　実効性を考慮して、計測場所の自然放射線によるバックグラウンドによる寄与も含めた値とする。

※７　その他の核種の設定の必要性も含めて今後検討する。その際、ＩＡＥＡのＧＳＧ－２におけるＯＩＬ６を参考として数値を設定する。

※８　根菜、芋類を除く野菜類が対象。

※９　ＩＡＥＡでは、飲食物摂取制限が効果的かつ効率的に行われるよう、飲食物中の放射性核種濃度の測定が開始されるまでの間の暫定的

な飲食物摂取制限の実施及び当該測定の対象の決定に係る基準であるＯＩＬ３等を設定しているが、我が国では、放射性核種濃度を測

定すべき区域を特定するための基準である「飲食物に係るスクリーニング基準」を定める。

基準の種類 基準の概要 初期設定値※１ 防護措置の概要

緊

急

防

護

措

置

早
期
防
護
措
置

飲

食

物

摂

取

制

限 

※9

ＯＩＬ１

ＯＩＬ４

ＯＩＬ２

ＯＩＬ６

飲食物に係る

スクリーニング

基準

地表面からの放射線、再浮遊し

た放射性物質の吸入、不注意な

経口摂取による被ばく影響を防

止するため、住民等を数時間内

に避難や屋内退避等させるため

の基準

不注意な経口摂取、皮膚汚染か

らの外部被ばくを防止するため、

除染を講じるための基準

地表面からの放射線、再浮遊し

た放射性物質の吸入、不注意な

経口摂取による被ばく影響を防

止するため、地域生産物※５の

摂取を制限するとともに、住民

等を１週間程度内に一時移転さ

せるための基準

ＯＩＬ６による飲食物の摂取制

限を判断する準備として、飲食

物中の放射性核種濃度測定を実

施すべき地域を特定する際の基

準

経口摂取による被ばく影響を防

止するため、飲食物の摂取を制

限する際の基準

数時間内を目途に区域を

特定し、避難等を実施。

(移動が困難な者の一時

屋内退避を含む）

避難又は一時移転の基準に

基づいて避難等した避難者

等に避難退域時検査を実施

して、基準を超える際は迅

速に簡易除染等を実施

１日内を目途に区域を特

定し、地域生産物の摂取

を制限するとともに、１

週間程度内に一時移転を

実施。

数日内を目途に飲食物中

の放射性核種濃度を測定

すべき区域を特定。

１週間内を目途に飲食物

中の放射性核種濃度の測

定と分析を行い、基準を

超えるものにつき摂取制

限を迅速に実施。

500μSv/h
（地上１ｍで計測した場合の空間放射線量率※２）

β線：40,000cpm※３

（皮膚から数㎝での検出器の計数率）

β線：13,000cpm※４【１ヶ月後の値】
（皮膚から数㎝での検出器の計数率）

20μSv/h
（地上１ｍで計測した場合の空間放射線量率※２）

0.5μSv/h※６

（地上１ｍで計測した場合の空間放射線量率※２）

核　　　　種※７
飲　料　水
牛乳・乳製品

野菜類、穀類、肉、
卵、魚、その他

放射性ヨウ素

放射性セシウム

プルトニウム及び超ウラ
ン元素のアルファ核種

ウ 　ラ 　ン

300Bq/kg

200Bq/kg

1Bq/kg

20Bq/kg 

2,000Bq/kg※８

500Bq/kg

10Bq/kg

100Bq/kg

別添２
※当該資料は、原子力災害対策指針で定める「ＯＩＬと防護措置」であり、今後改定に合わせて差し替えていく
　ものである。
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別添３

感染症流行下での原子力災害発生時における対応方針

第１　目的
　新型コロナウイルス感染症等の感染症流行下において原子力災害が発生した場合、道及び関係町村

は、必要に応じて次の感染症対策を講じながら防護措置を実施する。

第２　感染症対策
　１　バス等における避難時
　　⑴　バス集合場所での対応

　　　ア　受付時にマスクの着用確認や手指消毒を実施するとともに、検温や住民等からの申告によ

り、発熱、咳等の症状がある者や濃厚接触者など感染の疑いがある者（以下「感染疑い者」

という。）の確認（以下「健康確認」という。）を行う。

　　　イ　人と人との距離を確保するとともに、感染疑い者とそれ以外の者とはスペースを分離する。

　　　ウ　密集等を避けるため、集合時間帯を分けるなど、必要に応じ住民の集合を分散化する。

　　⑵　車両内での対応

　　　ア　マスクの着用及び手指消毒を実施するとともに、必要に応じて座席の間隔を空けて着席す

る。また、乗務員と住民との距離を可能な限り離すなど飛沫感染防止策を講ずる。

　　　イ　全面緊急事態以降に避難する場合は、放射性物質が放出される事態に備え、ＵＰＺ内を越

えるまで原則換気はしない。（自家用車による避難の際も同様。）

　　　ウ　感染疑い者とそれ以外の者については、車両を分けて避難することとし、やむを得ず同一

の車両で避難する場合は、十分な間隔を確保する、ビニールシート等で車内を区切る等の対

策を講ずる。

　　　　　また、感染疑い者については、必要に応じて保健所と連携し対応する。

　２　屋内退避時
　　⑴　放射性物質による被ばくを避けるため、屋内退避の指示が出ている間は原則換気はしない。

　　⑵　放射線防護施設や指定避難所､医療機関や社会福祉施設等での屋内退避に当たっては､マスク

の着用確認や手指消毒、健康確認、人と人との距離の確保や、感染疑い者とそれ以外の者との

スペースの分離等の措置を講ずるものとし、これらの実施が困難な場合は、道や関係町村の調

整によりＵＰＺ外の避難先へあらかじめ避難を行う。

　３　避難退域時検査場所
　　　住民検査及び簡易除染については、感染疑い者とそれ以外の者の分離や人と人との距離の確保

などの対策を講ずるものとし、密集を避けるため十分に換気が可能な会場を優先して開設し、必

要に応じて検査場所を増設する。

　４　安定ヨウ素剤の緊急配布
　　　自家用車による避難の場合には、住民が車両から降車せずに受け取ることを可能とするなど、

密集を避けることができる配布方法とする。

　５　一時滞在場所及び避難先ホテル等
　　⑴　受付時に自家用車避難者の健康確認を実施する。また、換気の実施や感染疑い者とそれ以外

の者の分離、人と人との距離の確保など、「北海道版避難所マニュアル」等を踏まえた感染症

対策を講ずる。

　　⑵　感染症の流行の状況に応じて、周辺市町村長に対し、感染疑い者専用の一時滞在場所の設置

を要請する。

　６　その他
　　⑴　マスク着用や手指消毒、自己の健康状態の把握や大声での会話を控える等の基本的な感染症

対策の徹底や感染症対策用品の持参等について住民等へ周知するものとする。

　　⑵　感染が確認された者については、保健所と連携し対応する。

　　⑶　本方針に定めるもののほか、感染症対策に必要な事項は、国の関係通知等の内容を踏まえて

適切に対応する。

令和２年12月８日
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